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1．巻頭言 

 

東京理科大学教育支援機構 理数教育研究センター 

2022年度の活動報告 

 

― はじめに ― 

「数学や科学を勉強すること」 

 

理数教育研究センター長 

伊藤 稔 

 

私が、カウンセリングの勉強を始めて約半世紀の時間が過ぎようとしています。その起点

は、「自分とは何者か？」という疑問でした。その疑問に自分自身が取り組んで、そして、

その疑問に対する解答を自分で出してゆくプロセスが「カウンセリング」という言葉で呼ん

でいる営みに、そのままつながってくるということに最近ようやく気づき始めています。 

昨年、東京理科大学神楽坂キャンパスの地元新宿区との地域連携事業の 1 つに「漱石山房

記念館」主催の中学生や高校生による夏目漱石の読書感想文コンクールがありました。その

審査員を務めました。高校生の作品の 1 つに漱石の「硝子戸の中（うち）」の（7）を取り上

げたものがありました。そこでは、人間の「生き死に」をめぐる漱石と女性のやりとりが紹

介されています。その短編は、夏目漱石がその没（1916 大正 5）年のほぼ 2 年前に面会し

た女性との会話の様子です。今日で言えば、まさにカウンセリングの場面を描き出したもの

です。この作品を取り上げた高校生の感性に驚きました。さらに（11）では、次のように漱

石は綴っています。 

「これは社交ではありません。御互に体裁の好い事ばかり云い合っていては、いつまで経

ったって、啓発されるはずも、利益を受ける訳もないのです。あなたは思い切って正直にな

らなければ駄目ですよ。自分さえ充分に開放して見せれば、今あなたがどこに立ってどっち

を向いているかという実際が、私によく見えて来るのです。そうした時、私は始めてあなた

を指導する資格を、あなたから与えられたものと自覚しても宜（よろ）しいのです。だから

私が何か云ったら、腹に答えべき或物を持っている以上、けっして黙っていてはいけません。

こんな事を云ったら笑われはしまいか、恥を掻きはしまいか、または失礼だといって怒られ

はしまいかなどと遠慮して、相手に自分という正体を黒く塗り潰した所ばかり示す工夫をす

るならば、私がいくらあなたに利益を与えようと焦慮（あせっ）ても、私の射る矢はことご

とく空矢（あだや）になってしまうだけです。」さらに「これは私のあなたに対する注文で

すが、その代り私の方でもこの私というものを隠しは致しません。ありのままを曝（さら）

け出すよりほかに、あなたを教える途(みち)はないのです。だから私の考えのどこかに隙が

あって、その隙をもしあなたから見破られたら、私はあなたに私の弱点を握られたという意

味で敗北の結果に陥るのです。教を受ける人だけが自分を開放する義務をもっていると思う

のは間違っています。教える人も己れをあなたの前に打ち明けるのです。双方とも社交を離

れて勘破（かんぱ）し合うのです。」 

当時の夏目漱石は、数学や科学を勉強することは、自分自身を知ることの１つの道に通じ

ているという思いがあったかもしれません。漱石が学生時代、数学や物理にも関心が高かっ

たことも記録に残っています。現在の東京理科大学のマスコット・キャラクターになってい

る『坊っちゃん』が生まれたのも、偶然ではないかもしれませんね。 
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2．理数教育研究センターの沿革 

 

理数教育研究センターは、「中等教育における理数教育に関する調査及び研究を総合的に

行い、中等教育と高等教育との間にある各種課題に取り組み、その成果を学内外に広く発信

すること」を目的とした組織として 2011 年 10 月 1 日付で設置された。それまで本学には、

教育支援に係る組織として、教育開発センター及び教職支援センターが設置されていたが、

それぞれ個別・独立して発足した経緯があり、相互に有機的な連携が必ずしも図られてこな

かった。教育開発センターは「高等教育」の範疇における教育の支援（教育活動の改善・改

革：FD 活動）に、教職支援センターは「中等教育」までの範疇における教育の支援（数学

又は理科の中高教員免許取得・教員志望学生への支援）に、それぞれ関係する組織であるが、

この 2 つの教育の範疇を円滑に接続する必要があった。また、理数系分野の教育方法につい

て研究し、実践の場に還元する機能を充実させることで、近年の「理科離れ」に伴う学力の

多様化や、新学習指導要領の実施等といった今日的課題に対して、本学がその特色を活かし

て取り組んでいくことが求められていた背景もあり、理数教育研究センターが設置されるこ

ととなったのである。 

同時に、本学における組織的な教育活動の支援、活性化及び質的向上を図るとともに、理

数系分野の教育方法及び教育指導方法に関する研究とその実践及び成果の発信を通じて、我

が国の科学技術知識普及の進展に寄与することを目的に、「総合教育機構」が設置された。

その組織下に、理数教育研究センターのほか、教育開発センター、教職支援センター及び情

報教育センター（2012 年 4 月情報科学教育・研究機構より改組）が配置され、本学におけ

る教育の支援を横断的、総括的に集約することで、他の教育支援関係の組織とも、同一の機

構内で有機的に連携できる体制を整備したのである。 

なお、理数教育研究センターの設置にあたって、その前身となった組織が、総合研究機構

内の「数学教育研究部門」（2004 年 10 月設置）であった。これは、2004 年 6 月に「数学理

科教育研究所に係る検討委員会」が組織され、数学教育の研究を行い、その成果を中学・高

等学校あるいは本学の教育現場に還元することを活動目的とした「東京理科大学数学理科教

育研究所」の設置について検討した結果として、設置されたものである。しかし、その活動

内容は、教育の研究が主たるものであり、本学における研究組織の活性化を図ることを目的

とする総合研究機構に所属していることは馴染まなかったため、独立したセンター組織とな

る必要性があった。そのこともあり、数学教育研究部門を発展的に改組するとともに、上記

のようにその活動内容を広げる形で理数教育研究センターの設置に至ったのである。 

2013 年 10 月には、理数教育研究センターに中核的な教育施設として数学体験館が設置

された。数学体験館の目的は、高校までの理解不足を補う補習教育の強化、大学での数学の

初年次教育の充実、そこから能動的な学習意欲を引き出すための独自の教育活動を実践する

ことにある。これらを通して、本学学生の大学入学後の数学への学習意欲を一層高め、特に

数学教員を志望する学生たちに豊かな教育力を身につけてもらうことを期待している。また、

中学生及び高校生や、現職の中学校及び高等学校教員などを対象とし、体験的学習を通して、

算数や数学の抽象的概念を分かりやすく伝えるための教具・教材等を開発し、その成果を学

内外に広く発信する機能を持っている。 

また、理数教育研究センターにおいて、文部科学省の 2012 年度私立大学教育研究活性化
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設備整備費補助金事業に採択され、数学体験館に NC ルーターを始めとする、約 1,500 万円

の機器・備品が整備された。このことにより、専門の技術員が数学体験館の作品物を制作す

る以外にも、中学校や高等学校の授業で使用する教具をつくりたいと希望する全国各地の現

職数学教員等に、専門の技術員の指導のもとで作品づくりが可能となった。本学で実施する

教員免許更新講習や各種数学教育研究会においても、数学教具の作り方を解説しており、現

職数学教員はその教具を学校現場の教育に役立てている。 

2014 年度には、独立行政法人科学技術振興機構（JST）が実施する事業「グローバルサ

イエンスキャンパス（GSC）」に本学が採択され、2017 年度までの 4 年間に亘って実施し

た。本学では、自然科学の主要な分野である「数学」「情報」「物理」「化学」「生物」の 5 分

野について、各分野の繋がりや関わりを理解させる分野融合を基礎とした、受講生の個性や

志向を重視する対話型の学習を重視した教育プログラムを実施して、国際レベルの理数力を

育成することを目的とした。本センターにおいては、構成員の半数以上が GSC で開講され

た 5 教科の講義及び実験等において中心的な役割を担い、高大連携のための企画、立案及び

運営に携わった。また、理科教育研究部門が主催するシンポジウムでは、GSC 受講生が国

際科学オリンピックメダリストの生の声を聴くことができ、本学 GSC が目標とする「受講

生が創出する成果」における目標達成の契機とすることができた。 

2019 年 4 月には、本学が各キャンパスに有する教育施設を連携させることを目的として

組織改編が行われ、これまで理数教育センターの付置施設であった数学体験館は、大学直下

の組織である近代科学資料館の下に位置付けられることとなった。数学体験館は、近代科学

資料館、サイエンス道場、並びに、2019 年 6 月に野田キャンパスに新設されたなるほど科

学体験館と連携し、社会貢献のためにより一層の活用が進められた。理数教育研究センター

においては、引き続きこれらの施設との連携をとり、理数教育の推進に寄与していく。 

2020 年 1 月より世界的に流行している新型コロナウイルス感染症の影響により、理数教

育研究センターの活動についても中止や延期を余儀なくされた。そのような中、2020 年 7

月以降は、Zoom ウェビナー等のオンラインシステムを活用し、公開講座「坊っちゃん講座」

や現職教員向け研究会を開催することで活動を継続している。オンライン開催により、今ま

で参加できなかった地域からの参加もあり、全国や海外から参加者を集めている。 
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3．理数教育研究センターの概要と構成 

 

3-1．目的と活動内容 

理数教育研究センターは、「中等教育における理数教育に関する調査及び研究を総合的に

行い、中等教育と高等教育との間にある各種課題に取り組み、その成果を学内外に広く発信

すること」を目的としており、以下 4 点を主な活動内容としている。 

（1）理科、数学等の教科（以下「理数教科」という。）の教育方法の研究 

（2）理数教科の教科書、教材等の研究及び開発 

（3）理数教科の学力測定に関する調査及び研究 

（4）理数教科の教育方法に関する研修会、講習会その他の実施 

 

3-2．部門の設置 

前 1 の内容を推進するため、センターのもとに「数学教育研究部門」、「事業推進部門」及

び「理科教育研究部門」の 3 部門を設置している。 

「数学教育研究部門」では、中学・高等学校の現職数学教員と本学教員の数学教育に関す

る情報交換の場として、共同研究を通して教育方法の調査研究及び教材開発や数学の学力調

査等を行い、その成果を中学・高等学校に提供している。中でも高校生の理数系進学希望者

に対して行う数学の基礎学力調査については、センター発足前（総合研究機構所属時）の2005

年度から毎年実施している。 

「事業推進部門」では、センターにおける活動成果を学内外に広く発信、普及させ、社会

に還元することを主たる活動としており、そのための機関紙の発行等を行っている。また、

才能ある若者を鍛えるために、文部科学省の高等学校の新カリキュラムにおいても、“数学

活用”として大いに取り入れられている離散数学の国際会議（JCDCG3）を一年に一度開催

している。 

「理科教育研究部門」は、2013 年度に部門化され、将来の理数教育の更なる発展に資す

ること、また、学内外の中等高等学校教員等を始めとする多くの理数教育関係者へ広く情報

発信することを主たる活動としている。我が国の科学的才能の育成及び開発の一助として、

高校生、中学生を主な対象とした教育プログラムの開講や、理科教員の養成・研修推進（教

員養成研究会等）を行っている。 

 

3-3．運営委員会の設置  

理数教育研究センターに、以下のメンバーをもって組織される「理数教育研究センター運

営委員会」を置き、センターの運営方針の企画及び立案に関する事項、センターの活動に関

する事項、各部門において検討した事項についての連絡調整に関する事項、その他センター

の運営に関する重要事項等について審議することとしている。 

（1）理数教育研究センター長 

（2）部門長 

（3）センター所属（本務教員又は併任教員）の専任の教授、准教授又は嘱託（非常勤扱い

の者を除く）の教授及び専門職員のうちからセンター長が学長との協議の上指名した者 

若干人 

  



 

 

 

 6 

 

理科教育研究 

部門 

部門長： 

松田 良一 

3-4．理数教育研究センター構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学教育研究 

部門 

部門長： 

清水 克彦 

 

 

 

 

数学力に関する長期継続研究 

理系高校生を対象とした数学の学力調査の実施、報

告書の刊行、報告会の開催等 

数学教育に関する諸データの収集 

インターネットを利用した Web 数学テストの開発

と運用を継続する教育・教材研究等 

数学教育の発展に寄与する企画実施 

小・中・高等学校において優れた授業を実践した数

学科の教員を顕彰する「算数/数学・授業の達人大賞」

の実施等 

 

事業推進部門 

部門長： 

伊藤 稔 

 

 

 

 

 

 

 

 

機関紙（理数教育フォーラム）の発行、年次報告書

の作成、ホームページ管理 

理数教育研究センターで研究、開発した成果を広

く世間に発信、普及 

理数分野の学会や研究会の開催・支援等 

離散数学の国際会議（JCDCG3）の開催、フィボ

ナッチ研究集会及び Teacher Teaching with 

Technology の支援等 

理

数

教

育

研

究

セ

ン

タ

ー 

教

育

支

援

機

構 
機構長： 

井手本 康 

（副学長） 

センター長： 

伊藤 稔 

 高校生、中学生を主な対象とした教育イベント 

進学意欲の向上や進路選択の一助となることを目

的とする公開講座「東京理科大学 坊っちゃん講

座」の開講等 

 
理科教員の養成・研修推進 

中等理数教育の改善を目的とした研究会の開催、

小・中・高等学校において優れた授業を実践した

理科等の教員を顕彰する「理科・授業の達人大賞」

の実施等 

現職教員対象の教育支援等 

数学の教育方法の研究、数学教育に関する研修会、

講習会等の実施・協賛等 

国際科学オリンピック支援 

物理オリンピック支援、生物学オリンピック支援、

化学オリンピック支援、数学オリンピック支援等 
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4．理数教育研究センター活動報告 

 

4-1．理数教育研究センター運営委員会開催日程・議案 

 2022 年度の理数教育研究センター運営委員会の開催日程及び議案は下表のとおりである。 

開催年月日   議題 

2022 年 5 月 16 日 

 

 

 

審議 

 

審議 

審議 

 

審議 

 

審議 

審議 

報告 

報告 

報告 

報告 

報告 

1 

 

2 

3 

 

4 

 

5 

6 

1 

2 

3 

4 

5 

理数教育研究センター2021 年度決算及び 2022 年度

予算について 

2023 年度理数教育研究センター予算申請について 

理数教育研究センターにおける併任教員の採用候補者

について 

算数/数学及び理科・授業の達人大賞取扱要項の改正

について 

理科・授業の達人大賞の開催について 

理科実験講習会の開催について 

2022 年度会議開催日程について 

各部門の 2022 年度活動計画について 

理数教育フォーラム第 38 号について 

2022 年度坊っちゃん講座の開講について 

2022 年度東京都教職員研修について 

2022 年 7 月 19 日 

 

 

 

 

 

審議 

審議 

審議 

 

報告 

 

報告 

報告 

1 

2 

3 

 

1 

 

2 

3 

理数教育研究センター2023 年度予算申請について 

現職理科教員を対象とした研究会の開催について 

科学コミュニケーションワークショップの開催につい

て 

科学ジャーナリストによる伝える文章の書き方につい

て 

理数教育フォーラム第 39 号について 

各部門の活動内容の中間報告について 

2022 年 11 月 21 日 

 

 

 

 

 

 

 

審議 

報告 

報告 

報告 

 

報告 

報告 

 

 

報告 

1 

1 

2 

3 

 

4 

5 

 

 

6 

2022 年度活動報告書の作成について 

理数教育フォーラム第 40 号について 

2022 年度予算の執行状況について 

科学技術コミュニケーションワークショップ開催報告

について 

研究会「思考力を育む」の開催について 

高校生と高校理科教員のための「細胞培養講習会」及

び高校生と高校理科教員のための「微生物学実験」の

開催について 

第 15 回 算数/数学・授業の達人大賞及び第 1 回 理

科・授業の達人大賞の開催について 

2023 年 1 月 16 日 

 

 

 

審議 

審議 

報告 

報告 

1 

2 

1 

2 

2023 年度会議日程 候補日について 

教育支援機構客員研究員の委嘱について 

理数教育フォーラム第 41 号について 

各部門の 2022 年度活動報告について 
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4-2．各部門の活動報告 

 

4-2-1．数学教育研究部門 

数学教育研究部門長 清水克彦 

部門メンバー 

清水克彦、伊藤稔、加藤圭一、功刀直子、眞田克典、横田智巳、岡田紀夫、瀬尾隆、 

伊藤弘道、佐古彰史、佐藤隆夫、宮岡悦良、下川朝有、赤倉貴子、馬場蔵人、渡辺雄貴、 

大浦弘樹、矢部博 

 

数学教育研究部門は、中学・高等学校の現場教員と本学教員の数学教育に関する情報交換

の場として、共同研究を通して教育方法の調査研究及び教材の開発や数学の学力調査などを

行い、その結果を中学・高等学校に提供するとともに大学初年次教育に役立て、我が国の学

校教育に寄与することを目的としている。以下に 2022 年度の活動内容を掲載する。 

 

1．2022 年度「理数系高校生のための数学基礎学力調査」 

本調査は 2005 年度から毎年実施しており、今年度で第 18 回になる。問題作成・評価委

員会には、本学教員とともに、本学名誉教授 1 名、現職及び元高等学校教員 7 名、他大学の

教員 1 名が参加し、教育現場の実態に合わせた調査を行っている。毎回の調査結果は、おお

よそ 2 月に「理数系高校生のための数学基礎学力調査」報告書（中間）として報告される。 

調査は 9 月下旬から 10 月上旬にかけて実施し、昨年度に引き続き新型コロナウイルス感

染症の影響はあったものの、参加校 71 校、参加者 5,128 名にご協力いただき、重要なデー

タを得ることができたと考えている。 

今回も引き続き、教師に対する質問紙を設け、教師の数学教育に対する考え方や価値観を

調査し、今後の指導に対する示唆を得ることとした。調査で設けている解答と解答に対する

自信の程度（1. 自信がある 2. あまり自信がない 3. 全く自信がない）の関係は、学力の

定着度を探る指標として重要な手がかりとなるものと思われる。 

これらの結果は「高校生の数学力 NOW XⅧ」として 2023 年 10 月に刊行される予定で

ある。 

今回は、本基礎学力調査に付随して、教師アンケート「【仮説検定の考え方】の指導につ

いて」を Web 上で実施した。調査対象は本調査協力校及び理数研会員教員とし、101 名か

らの回答があった。 

また、2021 年度に実施した「理数系高校生のための数学基礎学

力調査」の報告をまとめた「高校生の数学力 NOW ⅩⅦ」を、2022

年 10 月に刊行した。 
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2．第 15 回 算数/数学・授業の達人大賞 

開催日時：2022 年 12 月 4 日（日）13:00～15:00 

開催形式：オンライン 

主催：理数教育研究センター数学教育研究部門 

 

今年度で第 15 回となる「算数/数学・授業の達人大賞」は、小・中・高等学校において、

意欲的な実践・研究や創意あふれる指導により優れた授業を実践した数学科の教員を顕彰す

るものである。 

今年度は、多くの応募の中から厳正なる審査の下、最優秀賞 1 名、優秀賞 1 名、優良賞 1

名の受賞者を決定した。 

 

＜最優秀賞＞ 

・北海道教育大学附属釧路義務教育学校 赤本 純基 先生 

題名：NHK E テレ「アクティブ 10 マスと！」放送リスト第 3 回「一次関数」の

活用 

単元：一次関数 

＜優秀賞＞ 

・秋田県湯沢市立稲川小学校 山口 絢子 先生 

題名：数学的な見方・考え方を働かせながら、主体的に学習に取り組む児童の姿を

目指して 

単元：小学 3 年生「分数」 

＜優良賞＞ 

・山形大学附属中学校 齋藤 太一 先生 

題名：円周角の定理の利用 写真を撮った位置を特定することができるだろうか 

単元：中学 3 年 円：円周角の定理の利用 

 

表彰式はオンライン開催とし、当日は最優秀賞を受賞した赤本純基先生、優秀賞を受賞し

た山口絢子先生による模擬授業が行われ、教員を目指す大学生・大学院生も多数参加した。 

2022 年度から「理科・授業の達人大賞」も開始したため、授賞式は合同で実施した。 
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赤本純基先生の授業 

「NHK E テレ「アクティブ 10 マスと！」放送リスト第 3 回「一次関数」の活用」 

 

 

山口絢子先生の授業 

「数学的な見方・考え方を働かせながら、主体的に学習に取り組む児童の姿を目指して」 

 

3．東京都教職員研修センター専門性向上研修（数学Ⅲ） 

教員が数学の専門的知識・理解を深め、数学的に考える資質・能力の育成に向けた指導

力の向上を図ることを目的として、東京都教職員研修センターからの依頼を受け連携のも

と、専門性向上研修を神楽坂キャンパスAL教室および数学体験館で実施した。 
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日時：2022年8月25日（木）・8月26日（金）13：30～16：30 

対象：東京都の現職教員 各日25名（中学校・高等学校・特別支援学校教員） 

主催：東京都教職員研修センター 

東京理科大学教育支援機構教職教育センター、理数教育研究センター 

研修名：専門性向上研修 数学Ⅲ（中・高・特） 

「数学体験館ってどんなところ？ －数学的に考える資質・能力を育成する

指導の充実－」 

講師：東京理科大学 栄誉教授 秋山 仁 

東京理科大学 理学部第一部数学科 教授 清水 克彦 

内容：・数学教育が担うべき役割について 

・数学と実社会の関わりについて 

スケジュール： 

 

 

4．「理数系高校生のための数学基礎学力調査」Web テスト試行 

学校現場において今後ますますICT化が進み、CAT（Computer Adaptive Testing：コン

ピューター支援型テスト）が増加していくことが予想されるため、数学基礎学力調査のWeb

実施の可能性を検討するため、学内学習管理システム（LETUS）と同環境の「数学基礎学

力調査LETUS」を用意し、CATの試行を行った。 

2022年度の試行では、都内の高校に協力してもらい、約120名の高校生に解答の協力を得

た。今後も継続して試行を行っていく。 
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4-2-2．事業推進部門 

 

事業推進部門長 伊藤稔 

部門メンバー 

伊藤稔、松田良一、眞田克典、清水克彦、岡田紀夫、瀬尾隆、伊藤弘道、佐古彰史、 

佐藤隆夫、宮岡悦良、興治文子、渡辺雄貴、矢部博 

 

1．第 24 回 JCDCG3 2022 の開催 

第 24 回 日本計算・離散幾何学国際会議（JCDCG3 2022）が神楽坂キャンパスにおい

て、東京理科大学理数教育研究センターの共催で 2022 年 9 月 9 日（金）～11 日（日）に

行われた。この会議は 1997 年から、ほぼ毎年開催されてきたが、2020 年はコロナ禍のため

延期され、2021 年はタイ側の強い要望でオンラインで再開された。そして本年は、下記の

6 名の招待教授より発表があった。 

   

 

今までこの学会に於いて、多大な貢献をされた故き教授方、Prof. Gisaku Nakamura，

Frank Harary，Jiři Matoušek，Godfried Toussaint，Narong Punnim，Ferran Hurtado，

Michel Deza を偲び、感謝の意を表すると同時に、思い出深いエピソードをオープニングア

ドレスにて披露した。 

 
 オープニングアドレス配布冊子 
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最後になりましたが、いろいろな側面から絶大なる支援をしていただいた本学理数教育研

究センターに心から感謝申し上げます。 

 

Group Photo (On line) 
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2．広報活動 

本センターの機関誌である「理数教育フォーラム」が以下のように刊行された。 

また、本学理数教育研究センターホームページに各種イベントの案内、成果を紹介し、そ

の普及に努め、各年度末に年間の活動を報告書に纏めて発行している。 

 

■第 38 号 2022 年 6 月発行 

 

■ ごあいさつ 

理数教育研究センター長 伊藤 稔 

■ 「理数教育研究センターアドバイザーとして記者時代

の多様な経験を若者のパワーアップに活かしたい」 

理数教育研究センターアドバイザー 高橋真理子 

■ 「創造性の民主化時代：Playful STEAM の可能性

と意味」数学体験館副館長 中島さち子 

■ 2022 年度「坊っちゃん講座」今後の開催日程 

■ 連載企画「なるほど納得ゼミナール」その 38 

『リンク機構』 数学体験館テクニカルディレクター 

山口康之 

 

 

 

■第 39 号 2022 年 10 月発行 

 

■ 「キャプテン秋山、カリブの国に数学文化の贈り物」

国際化推進機構 国際化推進センター長 牧内 博幸 

■ 第4回坊っちゃん講座「データとデジタルのちから」

開催報告 経営学部 国際デザイン経営学科 教授 

柿原 正郎 

■ 研究・教育活動紹介⑯ 

「未来の教室・エネルギー教育 STEAM 教材の制

作」工学部 電気工学科 准教授 山口 順之 

■ 「科学ジャーナリストによる『伝える文章の書き方』

講座を受講して」 理工学研究科電気工学専攻修士

課程 2 年 河原崎 慶太郎 

■ 連載企画「なるほど納得ゼミナール」その 39 

『タイル張り作品を創ろう！』数学体験館テクニカ

ルディレクター 山口 康之 
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■第 40 号 2023 年 1 月発行 

 

■ 「えっ、パンデミック？」、「えっ、戦争？」国際生

物学オリンピック議長奮闘記 理数教育研究センター 

教授・理科教育研究部門長 松田 良一 

■ 「食品の無添加表示をめぐって体験を披露し合い、

活発に議論 全3回の科学コミュニケーションワー

クショップ開催」理数教育研究センター アドバイザ

ー 高橋 真理子 

■ 第 27 回 ATCM (27th Asian Technology conference 

in Mathematics) に参加して 

理数教育研究センター長 伊藤 稔 

■ 連載企画「なるほど納得ゼミナール」その 40 

『最適停止問題』数学体験館 テクニカルディレク

ター 山口 康之 

 

■第 41 号 2023 年 3 月発行 

 

■ 研究会「思考力を育む」開催報告 理数教育研究セ

ンター長 伊藤 稔 

■ 「第 15 回 算数／数学・授業の達人大賞」・「第 1 回 

理科・授業の達人大賞」開催報告 理学部第一部数

学科 助教 岡田 紀夫 

■ 「坊っちゃん講座」開講 5 周年を振り返って 

理数教育研究センター 教授・理科教育研究部門長 

松田 良一 

■ 連載企画「なるほど納得ゼミナール」その 41 

『結石は切らずに治る（ESWL）』数学体験館 テク

ニカルディレクター 山口 康之 
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3．数学教育支援活動 

■ドミニカ共和国ゴメス外務次官が表敬訪問 

2022 年 11 月 30 日（水）、ドミニカ共和国二国間外交政策副大臣であるゴメス外務次官

が、ロベルト・タカタ大使一行 6 名を伴って本学を訪問された。ドミニカ共和国の「数学体

験館」の活動及び数学教育振興に、本学が協力してきたことへの表敬だった。 

石川正俊学長に対し「ドミニカ共和国の数字教育に変化をもたらした東京理科大学の活動

に感謝する」旨の謝辞を述べられ、坂田英明副学長と意見交換し、既に協定関係にあるカト

レカ・マドレ・マエストラ大学（PUCMM）と本学間の学術研究交流及び学生交流をより促

進させる方向性で合意が交わされた。その後、「数学体験館」にて、秋山栄誉教授より展示

されている教具類を使ってデモンストレーションが行われた。デモンストレーションは終始

和やかな雰囲気の中で進められた。2023 年に実施予定されているドミニカ共和国「数学体

験館」インストラクター育成研修運営に本学が協力する予定である。 

 

数学体験館での秋山仁栄誉教授によるデモンストレーション 

 

 

 ゴメス外務次官と秋山仁栄誉教授 

 

■算数講座のテキスト作成 

本年は岐阜県本巣市の算数・数学講演や本学の公開講座オープンカレッジなど、幾つかの

国内開催の数学講義に於いて、受講者が算数・数学を楽しく理解できるよう、テキスト作り

に力を注いだ。都度、講座に合わせ、内容も変え、教材も揃えてキットを作成した。現在は

算数マジックの本の編集も進めている。対面で講義できるようになりつつあるので、大変楽

しみである。 
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 3/4 オープンカレッジ配布テキスト 算数マジック テキスト（編集中） 
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4-2-3．理科教育研究部門 

 

理科教育研究部門長 松田良一 

部門メンバー 

松田良一、川村康文、井上正之、山口順之、太田尚孝、武村政春、関陽児、興治文子 

 

理科教育研究部門は、科学オリンピックを含む才能開発の推進、中高生、大学生及び一般

社会人向けの公開講座の開講、さらに学校教育を支援する理科才能開発、持続可能な開発の

ための教育の推進、科学リテラシーの推進などを目標に活動を行っている。以下に 2022 年

度の活動内容を述べる。 

 

1．公開講座「坊っちゃん講座」の開講 

2022 年度も新型コロナウイルス感染症の影響により、2020～2021 年度と同様、Zoom ウ

ェビナーによる遠隔配信によって開講した。受講者は全国に広がり、インドネシア在住の高

校生もいた。また、海外出張中の講師がベトナムから講義を行うなど、対面講義での迫力は

薄れたが、オンラインならではメリットもあった。 

また、本講座開始から 5 年が経過し、計 48 回（累計参加者数 6,600 名）の講座を開講し

てきた。そこで、各回の概要とアンケートの集計結果をまとめた報告書、『公開講座「坊っ

ちゃん講座」の歩み（2018 年～2022 年）』（481 頁）を刊行した。 

  日程 担当講師、タイトル 場所 参加者数 

1 4 月 23 日（土） 
理学部第一部応用数学科 黒沢 健 准教授 

「確率的にお得な選択をしましょう」 

自宅から配信 
232 

2 5 月 14 日（土） 
理学部第二部化学科 秋津 貴城 教授 

「化学受験術指南～教授が読み解くメッセージ」 

神楽坂キャンパス 

233 教室から配信 
244 

3 6 月 4 日（土） 

理学部第一部応用物理学科 樋口 透 准教授 

「人間の脳の記憶形態を模倣する脳型メモリー

素子」 

葛飾キャンパス 

研究室から配信 247 

4 6 月 25 日（土） 

経営学部国際デザイン経営学科 柿原 正郎 

教授 

「データとデジタルのちから」 

神楽坂キャンパス 

（富士見校舎） 

研究室から配信 

203 

5 7 月 23 日（土） 
理工学部先端化学科 中山 泰生 准教授 

「物質の性質を決める電子の振舞い」 

野田キャンパス 

研究室から配信 
222 

6 9 月 17 日（土） 

工学部工業化学科 杉本 裕 教授 

「工学部の化学 CO₂から作る高分子で地球を

救う!」 

葛飾キャンパス 

研究室から配信 141 

7 10 月 8 日（土） 

薬学部薬学科 東 恭平 准教授 

「糖鎖は細胞の顔～糖鎖からみる病気のメカニ

ズム」 

野田キャンパス 

研究室から配信 110 

8 10月29日（土） 
理工学部建築学科 山名 善之 教授 

「ギリシア・ローマの建築の教え」 

ベトナムから配信 
101 
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9 11月12日（土） 

工学部機械工学科 元祐 昌廣 教授 

「いのちを支える水・空気 ～人や生物と流体

との深い関わり～」 

国内出張先から 

配信 101 

10 12月17日（土） 

先進工学部マテリアル創成工学科 勝又 健一 

准教授 

「光を利用した環境浄化～地上から宇宙まで～」 

自宅から配信 

99 

11 1 月 21 日（土） 
理工学部電気電子情報工学科 星 伸一 教授 

「各種電気自動車の仕組みと未来」 

野田キャンパス 

研究室から配信 
109 

12 3 月 11 日（土） 

東芝エネルギーシステムズ株式会社 エネルギ

ーシステム技術開発センター 材料技術開発部 

松﨑 栄仁 氏 

※理学部第二部化学科卒業生、理窓博士会第

15 回学術奨励賞受賞者 

「“電気絶縁材料”とは？」 

会社から配信 

95 

 

  

第 8 回講演の様子             第 11 回講演の様子 

 

2．研究会「思考力を育む」の開催 

12 月 11 日（日）に理数教育研究センター主催研究会「思考力を育む」をオンラインで開

催した。 

本研究会は、日本の理数力強化に資するべく、中学・高等学校の現職理数教員、教員を目

指す学生、教員養成を担当される方や大学教員を主な対象として開催する合同研修として開

催し、全国から 130 人を超える参加があった。 

まず、浅沼 茂 東京福祉大学 特任教授から「思考力のカリキュラムの実践」について、

新学習指導要領における思考力の目標についての実践的探究として、中学校数学の図形の単

元での実践例を紹介した。つまようじを電気糊で貼り合わせて正多面体をつくる授業では、

教師が教えるのではなく、生徒たち自ら「発見」する授業であり、教えないという方法が重

要だとお話があった。 

続いて、松原憲治 国立教育政策研究所 総括研究官から「思考力の育成と SSH 等にお

ける探究活動」について、SSH や新科目「理数探究基礎」や「理数探究」について確認を

した後に SSH 校である愛知県立一宮高校の実践例として、紙コップに熱湯を注ぐとコップ

の下の机面が曇る原因を解明する探究活動の紹介があった。また、国立教育政策研究所で実

施した高校生の科学の本質に関する認識についての調査研究結果についてもお話があった。 
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3 人目の講演者は、柴田祥彦 東京都立三鷹中等教育学校 指導教諭から「地理総合で育

む思考力」について、地理総合の授業で実践している例をあげて、平野部では地下水の過剰

揚水で地盤沈下が発生するという事実を“問い”に変換することで、どうして地盤沈下の原

因が地下水だとわかったのだろうか？と投げかけ、グーグルアースや地理院地図ツールを活

用する例も紹介があった。また柴田先生は地理教材共有サイトを作成し教材の無料共有やオ

ンラインセミナーを開催し、良き地理授業の普及を目指していることの紹介もあった。 

その後、前田智大 株式会社 Mined 代表取締役から「子どもたちの思考力を奪う方法」

について、ベンチャー企業を立ち上げ、小中学生向けライブオンライン授業のプラットフォ

ームの運営している中で、取り組んでいる事例の紹介がありました。オンラインで先生と生

徒（児童）をつなぐことで、コンテンツが増え、生徒が増えることを目指して実践している

とお話があった。 

最後に、秋山 仁 本学栄誉教授から「培いたい思考力とは？」について、定義するとす

れば、思考力≒問題発見能力＋問題解決能力なのかと講演が始まり、思考力を育む教育は、

疑問や不思議に思う感性を持つことで、真の思考力とは、新たなものを産み出す力であると

お話があった。最後に教具を使って「三平方の定理」を説明し、生徒の興味を掴む一例を紹

介した。 

休憩後、パネルディスカッションでは、参加者から寄せられた数々の質問を取り入れ、思

考力を育む教育に必要なことについて議論した。 

参加者からは、 

・高等学校における探究について、考える機会を得ることができた。新しいことが入って

きたというより、探究を楽しむこと（本来、教員はそれぞれの教科の探究を楽しんでい

たはずで）が大切であり、教師が楽しまないと生徒も楽しめないと、改めて思った。 

・様々な立場（理論、施策、現場の教員、オンライン塾、研究者）で思考力を持った次世

代を育てたいと真摯に取り組んでおられる方々から、メリハリのあるお話を伺うことが

でき、勉強になった。優秀な人材を抜擢して育てるだけでなく、思考力を持った普通の

市民を育てることが、いま求められていると思った。 

・探究活動についてのヒントを得られた点、今回は柴田さんや前田さんのように理数系に

限定されない内容だったので良かったと思った。最近は教科横断型授業なども話にでま

すが、地理（社会）と物理のコラボも可能なのだと感じた。 

などの感想が寄せられた。 

  

 東京福祉大学 浅沼茂氏 国際教育政策研究所 松原憲治氏  
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 東京都立三鷹中等教育学校 柴田祥彦氏 株式会社 Mined 前田智大氏 

 

  

 東京理科大学栄誉教授 秋山仁 パネルディスカッション 

 

3．理科実験教育講習会の開催 

①小学生のための生物実験「プラナリアの再生実験をしよう」 

本学に勤務する親と子（小学生）を対象に、夏期休暇を利用して生物実験「プラナリアの

再生実験をしよう」を開催し、7 家族 19 名の参加があった。 

実験は 2 日にわたって行い、1 日目の 8 月 17 日（水）は、講師の理数教育研究センター 

松田教授による生き物の再生とプラナリアの解説があり、参加者はカメラで映し出されたプ

ラナリアを見ながら、プラナリアの生態の話を真剣に聞いていた。 

プラナリアの生態を知った後に、シャーレに取り出したプラナリアを手術用のメスを使っ

て切断した。プラナリアが再生する様子を観察するため、細胞培養のケースに入れて、4 日

間置き、実験 2 日目の 8 月 21 日（日）に顕微鏡を使って観察した。4 日経つと切断した胴

体の部分にも、目ができていることが確認でき、参加者からは歓声が上がった。 

また、プラナリアが餌のアカムシを食べる様子も観察し、消化管から栄養を取るとプラナ

リアが赤くなることも確認できた。家でも観察を続けられるよう皆プラナリアを持ち帰った。  

参加者からは、「実験は楽しかった。プラナリアは不思議でおもしろい。」、「プラナリアを

切って 4 日後に頭がはえる実験が楽しかったです。メスでプラナリアを４つに切るのがむず

かしかったです。」、「プラナリアは切断しても再生することがわかってびっくりした。そし

ておもしろかった。」などの感想が寄せられた。 
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※実験の様子 
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②高校生と高校理科教員のための微生物実験 

夏期休暇を利用して、高校生と高校理科教員を対象に微生物学実験を開催し、高校生 21

名、高校理科教員 7 名の参加があった。 

1 日目の 8 月 18 日（木）は、実験 1「身近な微生物を確認してみよう！」として、身の

回りに数多く生息している微生物を確認し、殺菌・消毒について効果を調べる実験を行った。

また、実験 2 として、「大腸菌株のコロニー形成をパラメータとした『簡易センサ』を利用

した殺菌効果を調べる実験」も行った。 

2 日目の 8 月 19 日（金）は、グループに分かれ実験結果を考察し、発表を行った。最後

に、講師の坂下丈太氏から実験の解説があり、理数教育研究センター 松田教授から講評が

あった。 

参加した生徒からは、「殺菌、除菌、抗菌の違いがよくわかった。私たちの身の回りには

多種多様な微生物が生息していることに驚いた。もっと微生物について学んで有用微生物の

研究をしたいと思う。」、参加した高校教員からは「微生物のコロニーと生育状況をパラメー

タとすることで、生物だけでなく化学や物理そして家庭科などへの応用が広がり、理数探究

に活用したい。今回の研修会のように生徒に主体的に探究させて、それについてディスカッ

ションし、結果を発表する指導法は理数探究を実践していると思った。」などの感想が寄せ

られた。 

参加した生徒の多くは、微生物に対する探究心が芽生えた様子で、教育現場における理数

探究の授業の一つの事例を体験する機会になった。 

 

※実験の様子 
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③高校生のための細胞培養実験 

2022 年 12 月 25、26 日の両日、本学神楽坂キャンパスにて、理科教育研究部門活動の一

環として、『高校生のための細胞培養実験』を行った。受講者は 21 名であった。 

12 月 25 日 

1）まず、あいさつの後、2 名一組のチームを作り、ニワトリ胚についての説明を行っ

た。 

2）細胞培養方法を示すビデオ（あらかじめ参加者に URL を配布済）を見せながら、

手技の確認。 

3）有精卵を 70％アルコールで清拭後、ニワトリ胚を取り出し、滅菌生理食潜水の中で

解剖。摘出した胸筋と心筋を個別に細切し、生理食塩水で洗浄後、0.5％トリプシン

溶液で 37℃30 分間のタンパク分解を行い、細胞接着タンパク質を分解後、ピペッテ

ィングにて細胞を浮遊させ、4μm のフィルターで大きな組織片を除去後、50 ㎜培養

用ゼラチンコートディッシュ内に播種。38℃の 5％CO₂インキュベーター内で培養を

開始した。 

12 月 26 日 

1）前日培養を開始した培養ディッシュを倒立位相差顕微鏡を用いて観察。参加者全員

が生きた細胞を興味深く観察していた。 

骨格筋細胞は融合を開始している細胞が見られ、心筋細胞は拍動が認められた。 

https://youtube.com/shorts/gIU6Z-1I8r8 

https://youtu.be/6gUkcXuTkuQ 

2）細胞培養技術の歴史について概説し、質疑応答を行った。皆、生まれて初めてみる

生きた細胞に感嘆の声を上げていた。 
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 講習会の様子 書画カメラ下でのニワトリ胚の解剖 

      

 ニワトリ胚の解剖と組織の摘出 倒立位相差顕微鏡を用いた細胞の観察 

 

ニワトリ胚の胸筋由来の筋細胞（培養 1 日目）。筋芽細胞が直列に並び、融合

して多核筋管細胞を形成しつつある。 
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※実習後に回収したアンケート結果 
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 32 

 

 

④高校生のための微生物学実験 

2023 年 1 月 5、6 日の両日、本学神楽坂キャンパスにて、理科教育研究部門活動の一環

として、「高校生のための微生物学実験」の研修を行った。受講者は 17 名（高校 1 年生 13

名、高校 2 年生 2 名、高校 3 年生 2 名）であった。 

1 日目（1 月 5 日）は、あいさつの後、班分け（3 名で班を構成）をし、実験Ⅰ「身近な

微生物を確認してみよう！」 実験Ⅱ「薬味の殺菌作用を乳酸菌で調べる」 実験Ⅲ「乳酸

菌で太陽光の殺菌作用を調べる」の三つのテーマを各班でそれぞれに実験した。 

2 日目（1 月 6 日）は、各班で実験結果に対する考察・仮説等をディスカッションし、そ

の結果を発表してもらった。ディスカッションに際しては、生徒自身がインターネットで検

索したり、生徒同士で話し合う時間を十分に設定した。 

実験Ⅰの結果から、生徒たちは目に見えない微生物の可視化で、身近な環境に多種多様な

微生物が存在していることに、驚きをもって理解できたと思う。 

実験Ⅱの結果から、市販のチューブ入り生にんにく、生しょうが、本わさびの殺菌作用の

強弱を、乳酸菌のコロニー数をパラメータとすることで明確に可視化できた。この実験で生

徒たちは薬味の殺菌力に興味・関心を示し、自発的な探求を誘起するきっかけになったと思

う。 

実験Ⅲの結果から、太陽光の紫外線による殺菌作用を、乳酸菌（R-1、ヤクルトを使用）

のコロニー数の増減の可視化で知ることができた。この実験で生徒たちは太陽光が主に紫外
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線、可視光線、赤外線からなり、特に殺菌作用がある紫外線は UV-A、UV-B、UV-C から構

成されていることを学べた。これをきっかけに、皮膚の日焼け等に興味・関心を持つように

なったと思う。 

以上より、本研修では微生物（乳酸菌）を実験に活用し、生徒自ら積極的に探究し学ぶ姿

勢を養い、測定結果を積極的にディスカッションすることで、科学的洞察力の育成とコミュ

ニケーション能力の向上への実践ができた。 

 

※アンケート結果 

Q1 あなたが高校で学んだ（学んでいる）理科の科目を教えてください。 

1 物理基礎  

2 化学基礎  

3 生物基礎  

4 地学基礎  

5 物理  

6 化学  

7 生物 

8 地学  

9 科学と人間生活 

 

 

 

 

Q2 あなたが興味をもって

いる理科の分野を教えてく

ださい。 

1 物理  

2 化学  

3 生物  

4 地学 

 

 

 

Q3 あなたは理科が好きで

すか？ 

1 大好きだ 

2 どちらかと言うと好きだ 

3 あまり好きではない 

4 嫌いだ 
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Q4 あなたは今までに微生物について

学んだことがありますか？ 

1 学んだ 

2 多少学んだ 

3 あまり学ばなかった 

4 まったく学んだことが無い 

 

 

 

 

Q5 あなたは微生物に関心がありま

すか？ 

1 とてもある 

2 多少はある 

3 あまり無い 

4 まったく無い 

 

 

 

 

Q6 あなたは機会があったらもっ

と微生物について学びたいです

か？ 

1 ぜひ学びたい  

2 多少学びたい  

3 あまり学びたくない  

4 学ばなくてよい 

 

 

Q7 高校の理科教育で微生物に関する

分野を増やすべきだと思いますか？ 

1 そう思う  

2 どちらかと言えばそう思う 

3 あまりそう思わない  

4 思わない 
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Q8 今回の微生物研修会はあなたにとって有意義でしたか？ 

1 有意義だった      2 ある程度有意義だった 

3 あまり有意義でなかった 4 有意義でなかった 

1 有意義だった→100% 

 

Q9 今回の微生物研修会を何で知り

ましたか？ 

1 坊っちゃん講座 

2 理科大 HP 

3 理科大からのメール 

4 親からの情報 

 

 

 

 

 

Q10 今回の微生物研修会

に参加した理由を教えてく

ださい。 

1 親のすすめ 

2 面白そうだから 

3 微生物に興味があるから 

4 大学の研究を知るため 

 

 

 

 

Q11 今回の微生物研修会に参加した感想を聞かせてください。 

・微生物学実験のみならず、班でのディスカッション、考察をすることで主体的に取り組む

ことができた。（高 1 男子） 

・科学事象に対する考察を自分でする楽しさを知れた。理科の全ての科目に興味をいっそう

もったので、受験後にすべての科目を学びたいと思った。（高 3 男子） 

・とても楽しかった。普段学べないことを学べる機会は貴重だった。同世代の友達もつくれ

てとても良かった。また参加したい。（高 1 女子） 

・深く微生物に関わることが無かったから新鮮だった。他の班の発表から自分たちにはない

考察が沢山あり、興味深かった。今は様々な分野に興味があり、理科の科目選択に迷って

いたが、物化の基礎を学んでから生物を学んでみたいと思った。（高 1 女子） 

・培養や生徒同士のディスカッションができてとても楽しかった。時間があったら実験計画

を自分で考えて試したいと思った。（高 1 女子） 

・今まで微生物についてあまり学んだことが無く、細菌と菌類の違いなども全く知らなかっ

たのですが、今回の講義と実験で基礎的なことも応用的なことも学べた。また、学校と違



 

 

 

 36 

って、考察のときにスマホを使って調べながら考えたことで、より理解が深まった。（高

1 女子） 

・実験結果から考察の共有まででき、とても有意義な時間だった。自分の興味をひかれる分

野の授業でなくても、深く興味を持てる魅力的な授業だった。（高 1 女子） 

・私は微生物とかまったく知る機会が無く、今回の講座で知ることができてとても良かった。

班のメンバーともう少しコミュニケーションがとれればよかったなと思った。他班の発表

も聞いていてとても楽しかった。似たような講座があればまた参加したい。（高 1 女子） 

・普段、生物の実験をすることがあまりないので、良い経験になった。（高 2 女子） 

・同学年や年下の生徒の発表を聞いて、同じ実験をしても考察の角度や感じ方が人それぞれ

で面白く興味深かった。自分も頑張って色々な知識を得たいと思った。（高 2 女子） 

・身の回りの微生物がどのように関わっているかが知れて面白かった。また、ほかの人の発

表を聞いて新しい視点が持てそうだ。（高 1 男子） 

・学校で生物の実験を一度もやったことが無かったので、新鮮な経験になった。2 日ではあ

まり実験結果がわからなかったが、それなりにわかって良かった。（高 1 男子） 

・興味深い実験だった。薬味のほかに醤油についても興味を持った。AI を用いて菌の同定

などを今後やってみたいと思った。（高 3 男子） 

 

※総括 

本講習会も今回で 3 回目となった。今回の試みは過去 2 回と違い、実験に使用する微生

物を大腸菌から身近な乳酸菌（R-1 とヤクルト 400 より分離）に変えた。また「高校生のた

めの微生物学実験」とし、参加対象を原則高校生限定にした。参加した高校生は 17 名（男

子 7 名、女子 10 名）で、学年別では、1 年が 13 名、2 年が 2 名、3 年が 2 名でした。ま

た、全員が個人参加のため、所属高校も 17 高校と多様化した点が大きな特徴でした。アン

ケート結果を見ると、参加生徒たちは全員が理科好きで、機会があればもっと微生物につい

て学びたいという理科的意識の高い生徒達でした。 

今回も班（3 人）を構成し、班員同士で実験結果を積極的にディスカッションすることで

理科的洞察力の育成とコミュニケーション能力の向上を実践し、生徒自ら主体的に探究し学

ぶ姿勢の構築を目標とする指導法を実践した。その評価は、アンケート結果から概ね目標と

した成果が出たと判断できると確信した。特に Q8 の「今回の微生物研修会はあなたにとっ

て有意義でしたか？」の回答では「有意義だった」と回答した生徒が 100%だったことも評

価判断の根拠とした。 

今後は機会があれば現職の教師を対象にした講習会を企画して、多くの教育現場で本講習

会の指導法を拡散していきたいと考える。 
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※講習会の様子 
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4．国際科学オリンピック活動への支援 

①国際生物学オリンピック 文責 松田良一 

2022 年国際生物学オリンピック エレバン（アルメニア）大会報告 

       

 開会式での議長挨拶 Bioinformatics 試験 参加生徒たちのエクスカーション 

 

松田は 2018年の 8月から 2022年 7月までドイツにある国際生物学オリンピック（IBO）

法人本部の議長になった。日本人としては初めてだった。その任期中に起きた国名と国旗問

題や新型コロナウイルスのパンデミックとロシアのウクライナへの侵攻に頭を抱えた。 

国旗問題と国（領域）名の呼称問題： IBO は規約上、全ての政治的バイアスを排除してい

る。しかし、中国は台湾の国名と国旗の IBO での使用に異議を唱え、紆余曲折の末、台湾

を Chinese Taipei という一領域、国旗を使わず、IBO 旗を使うことで決着した。 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミックの影響：2020 年初頭から新型コ

ロナウイルスのパンデミックが始まり、2020 年に 2 度目の IBO 大会の開催を予定していた

日本本部は 4 月にインターネットを用いたリモート開催を決断。ネット投票で可決された。

IBO 大会のリモート開催は IBO 史上初だったが、大過なく開催できた。その後も COVID-

19 は終息せず、2021 年に予定されていたリスボン大会も再びリモート開催となった。2022

年のアルメニア（エレバン）大会でようやく、対面に戻った。生徒どうしの国際親善には対

面が圧倒的に望ましいと感じた。 

地政学的問題と来年の IBO 開催地の変更：2022 年 2 月に勃発したロシアのウクライナへの

侵攻により、IBO に加盟する多くの国・領域が IBO2022 年大会へのロシアとベラルーシチ

ームの参加に懸念を示し、2023 年ロシア（ソチ）大会への不参加を表明し始めた。そこで、

初めての zoom による緊急 IBO 総会（65 か国が参加）を開き、この問題を議論・電子投票

を行った。その結果、ロシアとベラルーシの IBO2022 アルメニア大会参加は認めず、無縁

の個人団体として IBO 旗のもとでの参加のみを可とした。さらにソチでの IBO2023 年大会

の開催を白紙化し、代替開催国を募集することを可決した。IBO2023 年大会の開催国とし

て数か国が候補として名乗りを上げたが、結局、断念。6月に議長である私は渋谷にあるUAE

大使館を訪れ、大使に対して IBO 開催の意義を説明し、2023 年大会の開催を要請した。そ

れから 1 か月後のアルメニア大会の会期中、ようやく、UAE 文科省からの正式受諾の回答

をもらった。これを受けて総会に報告し、審議の末、満場一致で IBO2023 年大会の UAE

（ドバイ）開催が決まった。 

IBO2022エレバン大会の開催はCOVID-19のパンデミックは完全には終息していない段

階であった。会期中および会期後、COVID-19 を発症した生徒や教員は数％にのぼった。松

田も帰国後に発症し、4 か月間にわたり、後遺症を患った。しかし、幸いにも大規模な感染

クラスターの発生は起こらず、重症化あるいは死亡した参加者はいなかった。 

この場を借りて、4 年間にわたり IBO2020 年長崎大会の事務局として理事長管理スペー
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スをご提供くださった東京理科大学理事長および関係者の皆様に深く感謝したい。 

 

②国際物理オリンピック 文責 興治文子 

物理オリンピック事業は、神楽坂キャンパス 1 号館 13 階に事務局を置く公益社団法人物

理オリンピック日本委員会によって推進されている。運営には、副理事長として本学理学部

第一部物理学科の満田節生教授（渉外担当）、渡辺一之名誉教授（渉外・将来計画担当理事）、

常務理事として教職教育センターの興治文子教授（財務担当）がかかわっている。 

また、2022 年の国際物理オリンピックの日本開催に向けて、2018 年 4 月に発足した「一

般社団法人国際物理オリンピック 2023 協会（略称 IPhO2022 協会）」（代表理事 会長 小林

誠）の事務局は同 1 号館 13 階にある。国際物理オリンピックが 2023 年に延期されたこと

に伴い、組織が一般社団法人国際物理オリンピック 2022 協会から名前が変わった。 

さらに、2018 年 3 月に発足した、科学オリンピックを推進する 7 つの団体の横断的な広

報活動を担う「日本科学オリンピック委員会」の運営委員長には、北原和夫（元本学教授）

が就任している。 

2022 年度は、新型コロナウイルス感染症流行の影響を受けたが、オンラインに加えて対

面での実施も含めて多くの事業を実施した。 

・国内選抜「物理チャレンジ」について 

物理オリンピック事業の国内選抜「物理チャレンジ」は、2005 年に始まって以来毎年開

催されている。 

2022 年の第 18 回物理チャレンジは、応募数は 1,354 名（昨年は 1,153 名）であり、男子

1,091 名、女子 263 名であった。昨年より約 200 名増加した。  

実験レポートの題目は「お湯の冷め方を調べ、そのしくみを考えてみよう」であり、1,197

名（昨年は 1,006 名）からの提出があった。  

理論試験は 2020 年度に自宅でのオンライン試験へと変更し、今年度もオンライン試験を

行った。マークシート方式であり、理論試験の参加者は 1,064 名（昨年は 947 名）、理論・

実験ともに参加した者は 1,022 名（昨年は 906 名）であった。総合成績をもとに 110 名を

「第２チャレンジ参加者」として選出した。実験レポートは例年通り、内容について詳細な

評価を付して成績の通知を行った。  

例年 3 泊 4 日で行っている「第 2 チャレンジ」は、今年度は 3 年ぶりに 8 月 23 日から

26 日の日程で対面で実施した。会場は兵庫県のアクリエひめじであり、101 名の参加者と

委員はホテルの個室に宿泊した。期間中の体調不良者は出なかった。  

8 月 23 日には従来通り 5 時間の実験問題コンテスト、8 月 24 日には 5 時間の理論問題コ

ンテストを行った。8 月 25 日にはサイエンスツアーとして SPring-8 を訪問し、施設の見学

と研究者の交流が行われた。また、本学の理学部第一部物理学科川村康文教授の出展も含む

物理実験のブース（フィジックスライブ）などの物理普及のイベントも行われた。最終日の

8 月 26 日にはハイフレックスで表彰式が行われ、YouTube で配信も行われた。  

参加者 101 名の構成は、中学生 5 名（昨年 7 名）、高校 1 年生 6 名（昨年 20 名）、2 年生

36 名（昨年 32 名）、3 年生 54 名（昨年 56 名）、既卒生 0 名（昨年 1 名）だった。高校 2 年

生以下の成績優秀者 14 名を 2023 年のアジア物理オリンピック・モンゴル大会および物理

オリンピック・東京大会の日本代表候補に選出した。内訳は中学生 3 名（昨年 1 名）、高校

1 年生 2 名（昨年 3 名）、2 年生 9 名（昨年 8 名）。14 名のうち、9 名が私立高校、5 名が国
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公立高校の在校生だった。今年度は、女子生徒は選抜されなかった。  

・国際物理オリンピック派遣事業について  

2021 年 8 月の「第 2 チャレンジ」で選出された代表候補 12 名に対し、2022 年 3 月 22

から 23 日に大学セミナーハウス（東京都八王子市）において開催されたチャレンジファイ

ナル（春合宿）で最終試験を実施し、8 名のアジア物理オリンピックの日本代表選手、5 名

の国際物理オリンピック日本代表選手を選抜した。  

・第 22 回アジア物理オリンピックについて  

2022 年 5 月 23 日から 31 日の日程で、アジア物理オリンピック（主催国インド、オンラ

イン大会）が開催された。参加国数は 28 か国・地域であり、参加選手は 218 名であった。

日本代表選手 8 名と問題翻訳等を行う役員約 10 名が東京に集まり、インドとオンラインで

結んで参加した。Supervisor（試験監督）として、本学渡辺一之名誉教授の他 3 名が常時付

き添い、試験の公平性を保証した。結果は、銅メダル 1 個、入賞 7 名であった。 

・第 52 回国際物理オリンピックについて 

第 52 回国際物理オリンピックは、ベラルーシが開催国であった。2022 年 2 月のロシア

によってウクライナ侵略がなされ、ベラルーシはロシアに協力するとの立場を表明したこと

から、多くの国で国際大会へのボイコットの意思表明が行われる事態となった。 

日本は、3 月 22～23 日にかけて行われたチャレンジファイナルにおいて国際物理オリン

ピック（IPhO）およびアジア物理オリンピック（APhO）に派遣する日本代表選手を選抜す

る最終試験を行い、それぞれの国際大会の日本代表選手 5 名と 8 名を決定したが、国際物

理オリンピックベラルーシ大会を認めないことと、日本は参加しないことも決定した。 

その後、4 月 3 日に IPhO 臨時国際役員会がオンラインで開催され、ベラルーシ大会の是

非について議論した。55 か国からの参加があり、政治的な議論はしないという約束のもと、

まず IPhO 本部がベラルーシ組織委員会に対して、オンライン大会に必要なインターネット

環境、実験キットを各国に配送する国際宅配便の状況、参加登録費を世界中からベラルーシ

に送金するための国際的な銀行送金の状況などについて議論され、大会を実施できる状況に

ないことが報告された。議論のあと採決が行われ、ベラルーシ大会中止に賛成 68 票、反対

22 票、棄権 18 票となり、中止が決定された。そのあと、代替大会を他の国で開催するか議

論し、スイス主催で代替大会を開催することが決定された。  

2022 年 7 月 10 日から 17 日に、国際物理オリンピック代替大会（主催スイス、オンライ

ン大会）の実験試験と理論試験が行われた。75 か国・地域から 368 名（昨年 76 か国・地域

から 368 名）の代表選手が参加し、銀メダル 3 個、銅メダル 2 個と全員がメダルを受賞す

る好成績を収めた。なお、参加選手のうち 10 名は個人参加という立場での参加であった。

この成果に対し、文部科学大臣から表彰も受けた。 

・第 53 回国際物理オリンピックについて  

2022 年 8 月に開催された「第 2 チャレンジ」で選出された 2023 年アジア物理オリンピ

ックおよび国際物理オリンピック代表候補者 14 名に対して、9 月 17 日から 18 日にオンラ

インにてキックオフミーテイングを実施した。以後、候補者に対し通信教育を行っている。

12 月 23 日から 26 日までの対面での冬合宿で実験研修と講義を行い、2023 年 3 月 24 日か

ら 27 日の春合宿（チャレンジファイナル）で日本代表選手を決定した。 

・普及活動について  

ジュニアチャレンジの実施：小学生と父母を対象に物理の楽しさを伝える活動「ジュニア
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チャレンジ」を、7 月 30 日に人と科学の未来館サイピア（岡山市）において実施した。 

プレチャレンジの実施：高校生と教員に対する研修「プレチャレンジ」を、6 月 2、3 日

に千葉大学先端科学センター主催で開催、9 月 25 日には栃木、10 月 15 日には鳥取で実施

した。  

ファーストステップ研修：「第 1 チャレンジ」に参加したが、「第 2 チャレンジ」に選抜さ

れなかった参加者を対象に、通信教育による研修の機会を与えている。97 名（昨年 83 名）

が参加している。 

ステップアップ研修：「第 2 チャレンジ」に参加したが、物理オリンピック代表選手候補

者なれなかった生徒に対し、通信教育による研修の機会を与えている。29 名（昨年 30 名）

が参加している。 

チャレンジ研修：来年の第 2 チャレンジ参加を目指すという趣旨で第 1 チャレンジの成

績等から、高校 1 年生以下 21 名を選抜しそのうち 14 名（昨年は 21 名を選抜し 13 名）か

ら申込があった。ファーストステップ研修は選択式だが、チャレンジ研修は記述式である。 

出版活動：News Letter 34 から 35 号、年次報告書を刊行した。 

 

5．第 1 回 理科・授業の達人大賞 

開催日時：2022 年 12 月 4 日（日）13:00～15:00 

開催形式：オンライン 

主催：理数教育研究センター理科教育研究部門 

小・中・高等学校において、意欲的な実践・研究や創意あふれる指導により優れた授業を

実践した理科の教員を顕彰するものである。 

2022 年度から、従来の「算数/数学・授業の達人大賞」に加え、理科系にも拡げ、「理科・

授業の達人大賞」を新設した。 

多くの応募の中から厳正なる審査の下、最優秀賞 3 名（連名）、審査員特別賞 1 名の受賞

者を決定した。 

＜最優秀賞＞ 

・田園調布学園中等部・高等部 入英樹 先生、長岡敬佑 先生、山口和弘 先生 

題名：フェルマー点 ～物理・数学・地理・化学の視点で捉える～ 

単元：理科（物理） 剛体、力のつり合い 

数学 三角形の合同条件、1 次不等式、平面・空間ベクトル 

地理歴史（地理） 世界を結ぶ交通・通信 

理科（化学） 脂肪族炭化水素（分子構造） 

 

＜審査員特別賞＞ 

・東京学芸大学附属世田谷中学校 髙田太樹 先生 

題名：イオンへのなりやすさを基にダニエル電池を探究する 

単元：化学変化と電池 

表彰式はオンライン開催とし、当日は最優秀賞を受賞した入英樹先生、長岡敬佑先生、山

口和弘先生、審査員特別賞を受賞した髙田太樹先生による模擬授業が行われ、教員を目指す

大学生・大学院生も多数参加した。 
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入英樹先生の授業「フェルマー点 

～物理・数学・地理・化学の視点で捉える～」 

 長岡敬佑先生の授業「フェルマー点 

～物理・数学・地理・化学の視点で捉える～」 

    

山口和弘先生の授業「フェルマー点 

～物理・数学・地理・化学の視点で捉える～」 

 髙田太樹先生の授業「イオンへのなりや

すさを基にダニエル電池を探究する」 

 

6．その他 

①科学ジャーナリストによる「伝える文章の書き方」開催報告 

2022 年 7 月、本学大学院生を対象に 3 回講座として、科学ジャーナリストによる「伝え

る文章の書き方」講座を開催した。 

本講座は、国立研究開発法人科学技術振興機構 次世代研究者挑戦的研究プログラム「イ

ノベーティブ博士人材育成プロジェクト～壁を越えて『価値』『アイデア』を創造」の採択

を受けて、イノベーティブ博士人材育成プロジェクトと理数教育研究センターが共催した。 

第 1 回の講座は、科学ジャーナリスト・理数教育研究センターアドバイザーの高橋真理子

先生による「伝える文章とは」（オンライン非同期）の動画を視聴し、課題に取り組んだう

えで、第 2 回の講座（対面）に 20 名の大学院生が参加した。課題とは、理大祭実行委員長

になったと仮定し、メインとなる講演を誰に依頼するかを考え、その依頼文を作成するとい

うもの。タイムマシンが使えるという条件が加わり、過去や未来から講演者を招くことも可

能となったことで参加学生のオリジナリティあふれる文書ができた。 

これをもとに神楽坂キャンパスでグループワークを行い、議論、発表を行った。最後に、

講師の高橋先生から「伝わる文章のための必須３大ポイント」の復習があった。 

第 3 回講座は、「自分の研究を中高生にわかるように書く」という課題を作成して持ち寄

り、グループワークを行った。A4 用紙 1 枚に収まるようにわかりやすく書くことは、用語

の使い方や見出しのつけ方にも気を遣った。 

グループごとの発表では、「○○の用語は中高生にはわからないのではないか」との指摘

が多くあった。専門用語を学ぶのは研究を進める第一歩であるが、中高生や分野が違う人は



 

 

 

 43 

そうした用語を知らないわけで、わかるように伝えることの難しさを感じる課題となったよ

うだ。 

参加者からは、「自分の書いた文章が『伝わる文章』かどうかを批評・添削してもらう機

会は、今までありそうでなかったので、とても勉強になる講座だった。依頼文の執筆や中高

生に向けた記事の作成を通して、『伝わる文章』を書くことがいかに難しいかを実感した。

レクチャーしてもらったポイントを意識しながら、今後も修行していきたいと思う。また、

受講された他の学生の方々がどのような研究をしているのかを記事の発表を通して知ること

ができたのも良い刺激になった。」、「『エンパシー』を意識することが大変難しいと感じた。

特に、私はこれまで中高生向けに文章を作ったことがありません。他の人の課題を読み、今

回の課題を他の人に評価してもらったことにより、伝える上での情報選択の重要性を学ぶこ

とができた。講座内容について振り返り、より伝わる文章が書けるように努めていきたいと

考えている。」などの感想が寄せられた。 

 

※講座の様子 
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※「自分の研究を中高生にわかるように書く」の課題紹介 

 大学院薬学研究科 博士課程 1 年生 竹中洋平 
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 大学院理工学研究科 修士課程 2年生 河原崎慶太郎 
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②科学コミュニケーションワークショップ「暮らしの中の科学：食品の無添加表示をめぐ

って」開催報告 

本学学生を対象に 3 回講座の科学コミュニケーションワークショップ「暮らしの中の科

学：食品の無添加表示をめぐって～いま起きている社会の動きを『自分ごと』として考えよ

う」を開催した。 

第 1 回は、科学ジャーナリストで本学理数教育研究センターアドバイザー高橋真理子先生

によるオンライン非同期講座「食品表示制度の概要と食品添加物の表示について」であった。

第 2 回は、野田と葛飾キャンパスで、それぞれ「無添加」や「不使用」表示の実例をもとに

グループ討論を中心とするワークショップを実施。第 3 回は、一般社団法人食品添加物協会

顧問の上田要一氏、日本生活協同組合連合会コープこうべ元理事の伊藤潤子氏のお二人をお

招きし、これまでの取り組みやお考えについてお話を聴き、質疑応答をした。 

学生からは 

・インターネットで食品を購入する際に気を付けている点はあるか。 

・食塩無添加と食塩不使用の違いは何であるか。 

・粉ミルクの作り方は「溶かす」と表示されているけれど、科学用語では粒子の大きさか

ら「混ぜる」と表現するのが正しいと思う。 

など多くの質問があり、講演者と活発な意見交換が行われた。 

 

「研究者の役割」も議論の的となり、高橋真理子先生は「科学用語や学術用語が一般用語

とどう違うかを常に意識しておく必要があり、一般社会で使っている用語を使って説明すべ

きである。誤解しないように説明できるのは研究者側であり、研究者に求められるコミュニ

ケーション力だ」と締めくくった。 
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※講座の様子 

   

   

 

 

③日本食品添加物協会主催メディアフォーラム 

一般社団法人日本食品添加物協会が 2023 年 2 月 28 日に東京・大手町で開いた第 45 回

食品添加物メディアフォーラムで、東京理科大学理数教育研究センターアドバイザーの高橋

真理子が「若者と考える食品添加物不使用表示ガイドライン～東京理科大での実践から～」

と題して講演した。後半では東京理科大学の学部生、大学院生あわせて 3 人が登壇し、消費

者庁「食品添加物の不使用表示に関するガイドライン」の啓発ポスター（2022 年 11 月公

表）をめぐって率直な意見を述べ合った。 

メディアフォーラムでは、講座の狙いと実際の様子を高橋アドバイザーが説明したあと、

講座に参加した理学研究科科学教育専攻博士 1 年田中秀志さん、理工学研究科応用生物科
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学専攻修士 2 年山内つぐみさん、経営学部国際デザイン経営学科 1 年吉井瞳さんが登壇し、

消費者庁が作成したポスターの一つひとつの記述について忌憚のない意見を述べた。 

会場に集まったのは、食品関係に造詣の深い記者・編集者とメーカー関係者あわせて 50

人ほど。学生たちの見解が一致しないこともありましたが、それぞれが理由を明快に述べた

ので参加者たちには大いに参考になったようだ。 

主催者からは「食品表示について勉強された若者から直接意見を聞けたのは大変貴重な機

会だった」と感謝された。 

   

   

 理学研究科科学教育専攻博士 1年 理工学研究科応用生物科学専攻修士 2年 

 田中秀志さん 山内つぐみさん 

   

 経営学部国際デザイン経営学科 1年 

 吉井瞳さん  
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4-3．数学体験館 

 

数学体験館館長 伊藤 稔 

数学体験館 山口 康之 

 

はじめに 

2013 年 10 月に、数学の定理や理論をハンズオン型式で学ぶことができる「数学体験館」

が、近代科学資料館地下 1 階に建設されて 9 年が経過した。開設以来の 6 年間、来館者数は

毎年 1 万人以上で推移し、2019 年 10 月 26 日には入館者数が 8 万人を超えた。しかし 2020

年 2 月より国内において新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が蔓延し、感染拡大防止の

ため、2020 年 3 月から 2021 年 9 月末まで数学体験館を開館することができない状態が続い

ていた。その後、新型コロナウイルス感染症蔓延が落ち着いたため、同年 10 月より、予約制

や入館人数の上限を設けるなど、感染防止対策を講じた上で、開館することにした。2022 年

度も予約制による開館を実施している。 

以下の項目順に、数学体験館の 2022 年度の活動報告を掲載する。 

 

１．総論 

１．１ 来館者数（2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日迄） 

１．２ 来館した団体 

１．３ 出張講演 

１．４ 和歌山県橋本市における「岡潔数学体験館」の協力 

１．５ 岐阜県本巣市における「数学のまちづくり」の協力 

１．６ 葛飾産業フェア 

１．７ 新宿区連携事業における小学校の受け入れ 

１．８ ドミニカ共和国ゴメス外務次官の表敬訪問 

１．９ メディア 

２．数学工房 

 

１．総論 

１．１ 来館者数（2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日迄） 

2021 年度に引き続き、2022 年度も新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染防

止対策を講じた上で予約制による開館をしている。 

 

4 月 580 名 

5 月 216 名 

6 月 361 名 

7 月 414 名 

8 月 427 名 

9 月 260 名 

10 月 481 名 
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11 月 461 名 

12 月 272 名 

1 月 222 名 

2 月 182 名 

3 月 609 名 

2022 年度合計 4485 名 

開設累計 87699 名 

 

１．２ 来館した団体（10 名以上) 

 5/13 ドルトン学園・中学校 22 名、高校 10 名 

 5/25 岐阜県安八町登竜門中学校 20 名 引率 2 名 

 5/25 市川学園 12 名 

 6/ 7 埼玉県吉見町立西小学校 6 年生 24 名 引率 3 名 

 6/10 東京理科大学 経営学部 学生 19 名 

 6/18 放送大学 16 名 

 6/30 岡山大学教育学部附属中学校 40 名 

 7/ 7 市川学園 27 名 

 7/ 8 東京学芸大附属中学校 17 名 

 7/14 三田国際学園中学校 16 名 

 7/14 日本学園中学校 19 名 

 7/16 横浜サイエンスフロンティア中学校 24 名  

 7/27 東京成徳大学中学校 10 名 

 7/30 渋谷教育学園幕張中学校 23 名 

 8/ 4 江戸川区立松江第二中学校 15 名 

 8/10 福岡県立明善高等学校 1 年生 31 名 

 8/24 芝浦工業大学柏附属中学高等学校 26 名 

 8/25 都教育委員会研修 20 名 

 8/26 渋谷教育学園幕張中学校 22 名 

 8/26 都教育委員会研修 23 名 

 8/27 渋谷教育学園幕張中学校 24 名 

 9/ 1 東京大学 14 名 

 9/14 千葉大学附属中学校 17 名 引率 3 名 

 9/24 南山高等学校中学校女子部 14 名 引率 2 名 

 10/13 宮城野高等学校 12 名 

 10/19 さくらサイエンス 高校生 9 名 引率 6 名 

 10/28 新宿区立富久小学校 43 名 引率 4 名 

 11/ 5 筑波大学附属視覚特別支援学校 中学生 9 名 引率 4 名 

 11/10 新宿区立津久戸小学校 27 名 引率 2 名 

 11/11 新宿区立津久戸小学校 26 名 引率 2 名 

 11/17 新宿区立津久戸小学校 24 名 引率 2 名 
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 11/18 共立女子中学校・高等学校 中学生 7 名 高校生 4 名 引率 3 名 

 11/18 鵠沼高等学校 48 名 引率 3 名 

 11/24 清水克彦先生の授業 本学学生 53 名 

 11/26 こうよう会神奈川県支部 10 名 

 11/29 栃木県大田原市立若草中学校 24 名 引率 2 名 

 12/ 1 普連土学園高等学校 47 名 引率 3 名 

 12/ 8 あずさ高等学校 19 名 引率 2 名 

 12/ 9 新宿区立津久戸小学校 21 名 引率 2 名 

 12/16 横浜国立大学 11 名 引率 1 名 

 12/22 佐倉高等学校 39 名 引率 3 名 

 1/12 総務省統計局 15 名 

 1/19 New International School 高校生 18 名 引率 2 名 

 1/21 筑波大学附属中学校 26 名 引率 2 名 

 1/21 こうよう会群馬県支部 17 名 

 1/28 こうよう会千葉県支部 25 名 

 2/24 川崎市立川崎高等学校 14 名 引率 1 名 

 2/25 こうよう会東京都支部 64 名 

 2/26 江戸川区子ども未来館 38 名 

 3/10 大妻嵐山高等学校 14 名 引率 1 名 

 3/11 こうよう会神奈川県支部＋本部役員 60 名 

 3/22 群馬県伊勢崎清明高等学校 40 名 引率 1 名 

 3/24 静岡県加藤学園高等学校 32 名 引率 4 名 

 

１．３ 出張講演 

衆議院会館（4/27）、横浜キッズコンサート 2 回（6/28、10/4）、富山（7/26）、 

札幌（9/17）、千葉県流山市（10/17）、渋谷区ハチラボ（10/23）、早稲田大（11/26）、 

柏の葉カンファレンス（2/11） 

 

１．４ 和歌山県橋本市における「岡潔数学体験館」の協力 

和歌山県橋本市「岡潔数学体験館」開設のため展示に関する協力を行うことになった。8

月 20 日に現地で数学体験館がどのようなものなのかを伝えるために、「数学モノづくり教

室」を行った。展示に関する協力は、現在停止中。 

 

１．５ 岐阜県本巣市における「数学のまちづくり」事業への協力 

予算の関係で、今年度は展示用教具の制作は行わなかった。講演は（9/23）、（11/9、11/10）

の 3 回行った。 

 

１．６ 葛飾産業フェアの協力 

10 月 14 日（金）～16 日（日）の 3 日間、第 38 回葛飾区産業フェア・工業・商業・観

光展（会場：東京都葛飾区「テクノプラザかつしか」）において、本学のブース内に「数

学体験コーナー」が設けられ、各日とも２人ずつの学生インストラクターによって、数学
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の実験やゲーム・パズルなどの実演が行われた。当日は、葛飾区内の小学生が社会科見学

で会場に訪れるなど、大勢の来場者で賑わった。 

 

１．７ 新宿区連携事業における小学校の受け入れ 

新宿区及び新宿区内の公的機関等と本学との連携事業を進めることになり、まずは近代

科学資料館と数学体験館が近所の小学校の見学を受け入れることになった。本学の窓口と

なる総務課地域連携室と協力しながら、今年度は、新宿区立津久戸小学校（11/10、11/11、

11/17、12/9）と、新宿区立富久小学校（10/28）の 5、6 年生の見学を受け入れた。 

 

１．８ ドミニカ共和国ゴメス外務次官の表敬訪問 

11 月 30 日（水）、ドミニカ共和国二国間外交政策副大臣であるゴメス外務次官が、ロ

ベルト・タカタ大使一行 6 名を伴って本学を訪問した。ドミニカ共和国「数学体験館」の

活動及び数学教育振興に対して、本学が協力してきたことに対する表敬であった。 

一行は、石川正俊学長や坂田英明副学長との会談後、数学体験館に移動し、秋山仁栄誉

教授が迎えた。秋山栄誉教授が自ら外務次官一行に数学体験館を案内し、そこにある教具

類を使ってデモンストレーションを行った。 

 

１．９ メディア 

 

ブルータス No.966（2022 年 8 月 1 日号） 
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読売新聞・夕刊（2022 年 5 月 30 日付） 

 

プレジデント・ファミリー総集編（インタビュー場所の提供） 
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２．数学工房 

展示用及び、ワークショップ用教具の制作したもの 

ピックの定理（囲まれた箇所の面積を求める）、 

定幅図形（コインの通路）、 

モノコード、 

三平方の定理（建部賢弘）、 

最適停止問題（制作中） 

変身立体の組立てキット 
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5．関連規程 

 

5-1．東京理科大学教育支援機構規程 

平成 23 年 11 月 10 日 

規程第 82 号 

 

（趣旨） 

第 1 条 この規程は、東京理科大学学則（昭和 24 年学則第 1 号）第 62 条第 4 項の規定に

基づき、東京理科大学教育支援機構（以下「機構」という。）に関し必要な事項を定める

ものとする。 

（目的） 

第 2 条 機構は、全学的な教育方針の策定並びに教育施策及び教育課程の企画を行うこと

で、東京理科大学（以下「本学」という。）の学長（以下「学長」という。）の教育に係る

政策の決定及び推進を支援するとともに、各学部及び研究科における教育の充実に寄与す

ること、また、本学における学修・教育活動の支援、デジタル技術を活用した教育への変

革による質的転換並びに理数系分野の教育方法及び教育指導方法に関する教育研究とその

実践及び成果の発信を通じて、我が国における科学技術知識の普及の進展に寄与すること

を目的とする。 

（センター） 

第 3 条 機構に、次に掲げるセンター（以下「センター」という。）を置く。 

（1）教育 DX 推進センター 

（2）教職教育センター 

（3）理数教育研究センター 

2 センターに関する事項は、この規程に定めるもののほか、別に定める。 

（機構長） 

第 4 条 機構に、東京理科大学教育支援機構長（以下「機構長」という。）を置き、機構長

は、本学の学長の命を受けて、機構の運営に関する事項を掌理する。 

2 機構長は、本学の副学長のうちから学長が決定し、理事長に申し出て、理事長が委嘱す

る。 

（センター長） 

第 5 条 センターに、それぞれセンターの長（以下「センター長」という。）を置き、セン

ター長は、機構長の命を受けて、センターに関する事項を掌理する。 

2 センター長の資格、任期等については、別に定める。 

（会議） 

第 6 条 機構に、機構の運営に関する事項を審議するため、教育支援機構会議（以下「会議」

という。）を置く。 

2 会議は、次に掲げる事項を審議する。 

（1）教育方針の策定に関する事項 

（2）教育施策及び教育課程の企画に関する事項 

（3）教育に関する全学的な調整に関する事項 

（4）図書館の教育的活用に係る方針に関する事項 
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（5）センターの設置及び改廃に関する事項 

（6）センターの事業計画に関する事項 

（7）機構及びセンターの人事に関する事項 

（8）機構及びセンターの予算及び決算に関する事項 

（9）機構及びセンターに関する諸規程等の制定及び改廃の発議に関する事項 

（10）その他機構及びセンターの管理・運営に関する事項 

3 会議は、次に掲げる委員をもって組織し、学長がこれを委嘱する。 

（1）機構長 

（2）副学部長又は学科主任のうちから各学部の学部長が指名する者 各１人 

（3）副院長又はキャンパス教養部長のうちから教養教育研究院の院長が指名する者 １人 

（4）各センター長のうちから機構長が指名する者 

（5）大学図書館長 

（6）本学の専任教授のうちから学長が指名する者 若干人 

4 前項第 6 号に規定する委員の任期は、2 年以内とし、再任を妨げない。ただし、補欠に

よる後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

5 会議は、機構長が招集し、その議長となる。ただし、議長に事故のあるときは、議長が

あらかじめ指名した委員がその職務を代理する。 

6 議長が必要と認めたときは、会議に委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができ

る。 

7 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。 

（小委員会の設置） 

第 6 条の 2 会議の下に、前条第 2 項に規定する審議事項を専門的に検討するため、必要に

応じて、小委員会を設けることができる。 

2 小委員会の運営に関して必要な事項は、別に定める。 

（本務教員） 

第 7 条 機構に、センターを本務とする専任又は嘱託の教育職員（以下「本務教員」とい

う。）を置くことができる。 

2 本務教員は、機構長が会議に諮って学長に推薦し、学長の申出により理事長が委嘱する。 

（併任教員） 

第 8 条 センターに、併任の教育職員（以下「併任教員」という。）を置くことができる。 

2 併任教員は、本学の専任又は嘱託の教授、准教授、講師及び助教のうちから充てる。 

3 併任教員は、センター長が前項の教育職員が所属する学部等の学部長等の同意を得て機

構長に申し出、機構長は会議に諮って学長に推薦し、学長の申出により、理事長が委嘱す

る。 

4 併任教員の任期は、2 年とし、再任を妨げない。ただし、嘱託である者については、嘱

託としての委嘱期間内とする。 

（専門職員） 

第 9 条 機構に、センターを本務とする専任又は嘱託の専門職員（以下「専門職員」とい

う。）を置くことができる。 
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2 専門職員は、センター長が機構長に申し出、機構長は会議に諮って学長に推薦し、学長

の申出により理事長が委嘱する。 

（客員教授等） 

第 10 条 センターに、学外の教育研究機関等から招へいする客員教授、客員准教授及び客

員研究員（次項において「客員教授等」という。）を置くことができる。 

2 客員教授等の資格、選考手続等は、東京理科大学客員教授等規則（昭和 53 年規則第 5

号）の定めるところによる。 

（受託研究員及び共同研究員） 

第 11 条 センターに、受託研究員及び共同研究員を受け入れることができる。 

2 受託研究員及び共同研究員は、学外の教育機関等を本務とする者につき選考するものと

し、その手続等は、東京理科大学受託研究員規程（昭和 43 年規程第 7 号）及び学校法人

東京理科大学共同研究契約取扱規程（平成 21 年規程第 7 号）の定めるところによる。 

（報告義務） 

第 12 条 センター長は、当該年度における活動経過及び次年度における事業計画を機構長

に報告しなければならない。 

（事務） 

第 13 条 機構の運営に関する事務は、学務部学務課において処理する。 

2 センターの運営に関する事務は、それぞれのセンターに関する規程において定める。 

附 則 

この規程は、平成 23 年 11 月 10 日から施行し、平成 23 年 10 月 1 日から適用する。 

附 則 

この規程は、平成 24 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

1 この規程は、平成 26 年 1 月 1 日から施行する。 

（経過措置） 

2 第 4 条第 3 項の規定にかかわらず、この規程の施行日以降に初めて就任する教育機構長

の任期については、平成 26 年 9 月 30 日までとする。 

附 則 

この規程は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和 3 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和 4 年 4 月 1 日から施行する。 
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5-2．東京理科大学理数教育研究センター規程 

平成 23 年 11 月 10 日 

規程第 83 号 

 

（趣旨） 

第 1 条 この規程は、東京理科大学教育支援機構規程（平成 23 年規程第 82 号）第 3 条第

2 項の規定に基づき設置する東京理科大学理数教育研究センター（以下「センター」とい

う。）に関し必要な事項を定める。 

（目的） 

第 2 条 センターは、中等教育における理数教育に関する調査及び研究を総合的に行い、中

等教育と高等教育との間にある各種課題に取り組み、その成果を学内外に広く発信するこ

とを目的とする。 

（活動） 

第 3 条 センターは、前条の目的を達成するために、次の活動を行う。 

（1）理科、数学等の教科（以下「理数教科」という。）の教育方法の研究に関すること。 

（2）理数教科の教科書、教材等の研究及び開発に関すること。 

（3）理数教科の学力測定に関する調査及び研究に関すること。 

（4）理数教科の教育方法に関する研修会、講習会その他の実施に関すること。 

（部門） 

第 4 条 センターに、前条の活動を実施するため、必要に応じて部門を置くことができる。 

（センター長） 

第 5 条 センターに、センター長を置く。 

2 センター長は、東京理科大学教育支援機構長（以下「機構長」という。）の命を受けて、

センターに関する事項を掌理する。 

3 センター長は、東京理科大学（以下「本学」という。）の学長（以下「学長」という。）

が本学の専任又は嘱託（非常勤扱の者を除く。）の教授のうちから機構長と協議の上選出

し、東京理科大学教育研究会議の議を経て決定し、理事長に申し出て、理事長が委嘱する。 

4 センター長の任期は、2 年とし、再任を妨げない。ただし、補欠による任期は、前任者

の残任期間とする。 

（部門長） 

第 6 条 第 4 条に規定する部門（以下「部門」という。）それぞれに、部門長を置く。 

2 部門長は、部門の活動を統括する。 

3 部門長は、センター長がセンター所属（本務教員又は併任教員）の専任の教授、准教授

又は嘱託（非常勤扱いの者を除く）の教授のうちから選出した候補者について、第 7 条に

規定する東京理科大学理数教育研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）

に諮って決定し、学長がこれを委嘱する。 

4 部門長の任期は、2 年とし、再任を妨げない。ただし、補欠による任期は、前任者の残

任期間とする。 

（運営委員会） 

第 7 条 センターに運営委員会を置き、次の事項について審議する。 

（1）センターの運営方針の企画及び立案に関する事項 



 

 

 

 59 

（2）第 3 条に規定するセンターの活動に関する事項 

（3）各部門において検討した事項についての連絡調整に関する事項 

（4）その他センターの運営に関する重要事項 

2 運営委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

（1）センター長 

（2）部門長 

（3）センター所属（本務教員又は併任教員）の専任の教授、准教授又は嘱託（非常勤扱い

の者を除く）の教授及び専門職員のうちからセンター長が学長と協議の上指名した者 若

干人 

3 運営委員会の議長は、センター長をもってこれに充てる。 

4 運営委員会が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことが

できる。 

（事務処理） 

第 8 条 センターに関する事務は、学務部学務課において処理する。 

附 則 

この規程は、平成 23 年 11 月 10 日から施行し、平成 23 年 10 月 1 日から適用する。 

附 則 

この規程は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 25 年 11 月 25 日から施行し、平成 25 年 10 月 1 日から適用する。 

附 則 

この規程は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 
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6．理数教育研究センター構成員 

 

6-1．理数教育研究センター本務教員 

所  属 職名 氏 名 選出区分 任期 備考 

教育支援機構 
理数教育研究センター 教 授 松田 良一 第 7条 2022年4月1日～2023年3月31日 

理科教育研究部門長 
事業推進 

「選出区分」は東京理科大学教育支援機構規程による。 

 

6-2．理数教育研究センター併任教員 

所  属 職名 氏 名 選出区分 任期 
備考 

（担当部門） 

近代科学資料館 教 授 伊藤 稔 第 5条 2022年4月1日～2023年3月31日 
理数教育研究センター長 
事業推進部門長 
数学 

理学部第一部 
数学科 

教 授 加藤 圭一 第 8条 2021年10月1日～2023年9月30日 数学 

理学部第一部 
数学科 

教 授 功刀 直子 第 8条 2022年4月1日～2024年3月31日 数学 

理学部第一部 
数学科 

教 授 眞田 克典 第 8条 2021年10月1日～2023年3月31日 
数学 
事業推進 

理学部第一部 
数学科 教 授 清水 克彦 第 8条 2021年10月1日～2023年3月31日 

数学教育研究部門長 
事業推進 

理学部第一部 
数学科 教 授 横田 智巳 第 8条 2022年4月1日～2024年3月31日 数学 

理学部第一部 
数学科 

助 教 岡田 紀夫 第 8条 2022年4月1日～2023年3月31日 
数学 
事業推進 

理学部第一部 
物理学科 

教 授 川村 康文 第 8条 2022年4月1日～2024年3月31日 理科 

理学部第一部 
化学科 

教 授 井上 正之 第 8条 2022年4月1日～2024年3月31日 理科 

理学部第一部 
応用数学科 

教 授 瀬尾 隆 第 8条 2021年10月1日～2023年9月30日 
数学 
事業推進 

理学部第二部 
数学科 教 授 伊藤 弘道 第 8条 2021年10月1日～2023年9月30日 

数学 
事業推進 

理学部第二部 
数学科 教 授 佐古 彰史 第 8条 2021年10月1日～2023年9月30日 

数学 
事業推進 

理学部第二部 
数学科 

教 授 佐藤 隆夫 第 8条 2021年4月1日～2023年3月31日 
数学 
事業推進 

理学部第二部 
数学科 

嘱託教授 宮岡 悦良 第 8条 2022年4月1日～2023年3月31日 
数学 
事業推進 

理学部第二部 
数学科 

講 師 下川 朝有 第 8条 2021年4月1日～2023年3月31日 数学 

工学部 
電気工学科 

准教授 山口 順之 第 8条 2022年7月1日～2024年3月31日 理科 

工学部 
情報工学科 教 授 赤倉 貴子 第 8条 2021年4月1日～2023年3月31日 数学 

理工学部 
数学科 准教授 馬場 蔵人 第 8条 2021年4月1日～2023年3月31日 数学 

教養教育研究院 
神楽坂キャンパス教養部 

教 授 太田 尚孝 第 8条 2022年4月1日～2024年3月31日 理科 

教養教育研究院 
神楽坂キャンパス教養部 

教 授 武村 政春 第 8条 2022年4月1日～2024年3月31日 理科 

教養教育研究院 
野田キャンパス教養部 

教 授 関 陽児 第 8条 2021年7月1日～2023年3月31日 理科 

教育支援機構 
教職教育センター 

教 授 興治 文子 第 8条 2022年4月1日～2024年3月31日 
理科 
事業推進 

教育支援機構 
教職教育センター 教 授 渡辺 雄貴 第 8条 2022年4月1日～2024年3月31日 

数学 
事業推進 

教育支援機構 
教職教育センター 准教授 大浦 弘樹 第 8条 2021年7月1日～2023年3月31日 数学 

データサイエンスセンター 教 授 矢部 博 第 8条 2022年4月1日～2023年3月31日 
数学 
事業推進 

「選出区分」は東京理科大学教育支援機構規程による。 
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6-3．理数教育研究センター客員教員 

所  属 職名 氏 名 選出区分 任期 備考 

教育支援機構 
理数教育研究センター 客員研究員 大山口 菜都美 第 10条 2022年4月1日～2023年3月31日  

教育支援機構 
理数教育研究センター 客員研究員 松永 清子 第 10条 2022年4月1日～2023年3月31日  

教育支援機構 
理数教育研究センター 

客員研究員 吉見 奈緒子 第 10条 2022年4月1日～2023年3月31日  

「選出区分」は東京理科大学教育支援機構規程による。 

 

6-4．理数教育研究センター運営委員会委員 

所  属 職名 氏 名 選出区分 任期 
備考 

（担当部門） 

近代科学資料館 教 授 伊藤 稔 第7条第2項第1号 
第7条第2項第2号 

2022年4月1日～2023年3月31日 
理数教育研究センター長 
事業推進部門長 
数学 

教育支援機構 
理数教育研究センター 教 授 松田 良一 第7条第2項第2号 2022年4月1日～2023年3月31日 

理科教育研究部門長 
事業推進 

理学部第一部 
数学科 

教 授 眞田 克典 第7条第2項第3号 
2019年10月1日～2021年9月30日 
2021年10月1日～2023年3月31日 

数学 
事業推進 

理学部第一部 
数学科 

教 授 清水 克彦 第7条第2項第2号 
2019年10月1日～2021年9月30日 
2021年10月1日～2023年3月31日 

数学教育研究部門長 
事業推進 

理学部第一部 
応用数学科 

教 授 瀬尾 隆 第7条第2項第3号 2019年10月1日～2021年9月30日 
2021年10月1日～2023年9月30日 

数学 
事業推進 

理学部第二部 
数学科 

教 授 伊藤 弘道 第7条第2項第3号 2019年10月1日～2021年9月30日 
2021年10月1日～2023年9月30日 

数学 
事業推進 

教育支援機構 
教職教育センター 教 授 興治 文子 第7条第2項第3号 2022年4月1日～2024年3月31日 

理科 
事業推進 

教育支援機構 
教職教育センター 教 授 渡辺 雄貴 第7条第2項第3号 2022年4月1日～2024年3月31日 

数学 
事業推進 

「選出区分」は東京理科大学理数教育研究センター規程による。 
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7．理数教育研究センター構成員の自己評価（研究業績） 

 

松田 良一【教育支援機構理数教育研究センター 教授】 

 

① 学会発表 

1．Isao Tsuzuki & Ryoichi Matsuda “Use of Mobile Microscopes in Cambodian High 

School Class-Potential as Inquiring Observation Tools. 28th Biennial Conference of 

Asian Association of Biological Education (Online). (Republic of the Philippines) 

2022.4.29 

2．日本科学教育学会第 46 回年会（オンライン） 

課題研究「教科『理科』の課題抽出と将来展望の構想（II）（オーガナイザー：縣秀彦）」 

（全 5 発表中の 1 つ） 

都築 功「戦後の高等学校における総合的な理科の科目の変遷」2022.9.18 

3．日本理科教育学会第 72 回年会（オンライン） 

都築 功・今井 泉・上野宗隆・縣 秀彦 

「高等学校の総合的な必修理科科目設置に向けての取組と課題 ―これまでの総合的

な理科科目の比較を中心として－」2022.9.25 

4．日本生物教育学会第 107 回全国大会 

都築 功・佐野寛子・岡本元達・縣 秀彦 

「次期学習指導要領改定を目指して，高等学校における 4 分野を統合した必修理科科

目設定の検討（Ⅱ）」2023.3.5 

 

② その他 

1．大学学部研究会ダイジェスト号 TOSHIN TIMES 2023: 250-251 (2022)  

2．文部科学省検定教科書「科学と人間生活―くらしの中のサイエンス」（共著） 

数研出版（2023）  

3．「えっ、パンデミック？」、「えっ、戦争？」 国際生物学オリンピック議長奮闘記 

理数教育フォーラム第 40 号（2023. 1） 

 

 

伊藤 稔【近代科学資料館 教授】 

 

① 論文 

・Minoru Itoh ‘Enjoy Origami in Mathematics and Science Education on STEAME’ 

The Electronic Research Journal of Mathematics & Technology, December, 2022. 

 

② 国際学会発表 

・Minoru Itoh ‘Enjoy Origami in Mathematics and Science Education on STEAME’

（The 27th Asian Technology Conference in Mathematics (ATCM 2022), December 

9-12, 2022第27回アジア数学テクノロジー国際会議；口頭発表とワークショップ）2022

年 12 月 9 日，チェコ共和国プラハ生命科学大学於）  
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③ 社会活動 

・Minoru Itoh ‘Enjoy Science and Mathematics Education’ at Laurus International 

School of Science in Tokyo, Dec. 22, 2022. 

 

④ 科学教育に関する講演等 

・伊藤稔、東京理科大学野田キャンパスと野田市との地域連携事業（2022 年 10 月 14

日、野田キャンパス「なるほど科学体験館」で野田市内の 11 の郷土資料館や博物館と

の意見交換会） 

・伊藤稔、野田市立みずき小学校全 1 年生 110 名対象（2022 年 11 月 10 日、みずき小学

校体育館、「空気の重さと凧揚げの原理」） 

・伊藤稔、流山市と東京理科大学の地域連携事業（2022 年 11 月 18 日、野田キャンパス

新 7 号館で流山市内の理科・数学分野の教職員 50 名を対象に講演会） 

・伊藤稔、戸田市算数数学フェステバル（2022 年 11 月 26 日、戸田市教育委員会主催、

戸田市内の小中学生 50 名参加） 

 

⑤ その他 

2022 年度千葉県社会福祉法人青葉会評議員 

2022 年度千葉県野田市教育委員会教育長職務代理者 

2022 年度日本数学教育学会理事 

 

 

加藤 圭一【理学部第一部数学科 教授】 

 

① 招待講演 

1．「波束変換によるシュレーディンガー方程式の解の構成」，加藤圭一，RIMS 共同研究

（公開型）「偏微分方程式の臨海現象と正則性理論および漸近解析」，京都，2022． 

2．「Application of wave packet transform to Schrödinger equations」（2 回のサーベイ

講演），加藤圭一，研究集会「微分方程式の総合的研究」（日本数学会函数方程式論分

科会），オンライン，2022. 

 

 

功刀 直子【理学部第一部数学科 教授】 

 

① 学術論文 

Relative stable equivalences of Morita type for the principal blocks of finite groups, 

Naoko Kunugi and Kyoichi Suzuki, Proceedings of the 54th Symposium on Ring 

Theory and Representation Theory, (2023), 64--69,（査読無） 

 

② その他 

日本数学会「数学通信」非常任編集委員 

 



 

 

 

 64 

眞田 克典【理学部第一部数学科 教授】 

 

① 学術論文 

1．Symmetric cohomology and symmetric Hochschild cohomology of cocommutative 

Hopf algebras, Ayako Itaba, Yuta Shiba and Katsunori Sanada, 第 54 回 環論およ

び表現論シンポジウム報告集, pp.40-45, 2022（査読無） 

 

② 著書 

1．高校生の数学力 NOW XVII、 

大浦宏樹、岡田憲治、荻野大吾、金森千春、小林徹也、眞田克典、澤田利夫、清水克

彦、下川朝有、須田学、新井田和人、半田真、牧下英世、渡邉博史、渡辺雄貴 

科学新興新社／フォーラム・A、2022 年 10 月 

 

③ 学会活動 

日本数学教育学会代議員 

 

④ その他 

SUT Journal of Mathematics 編集委員 

 

 

清水 克彦【理学部第一部数学科 教授】 

 

① 学術発表 

1．理数探究のための実験数学の Web 教材の開発 

清水克彦、松本昌也、安部瞭冴、藤川和哉、若尾波月 

京都大学数理解析研究所研究集会  

数学ソフトウエアとその効果的教育利用に関する研究  

2022 年 8 月 29 日 

2．数学科におけるビジュアルプログラミング Scratch の利用の検討 

若尾波月、清水克彦 

京都大学数理解析研究所研究集会 数学ソフトウエアとその効果的教育利用に関する研

究 

2022 年 8 月 29 日 

3．対面とオンラインでのソーティングアルゴリズム課題への取り組みの比較 

藤川和哉、清水克彦 

京都大学数理解析研究所研究集会 数学ソフトウエアとその効果的教育利用に関する研

究 

2022 年 8 月 29 日 

4．Van Aubel’s Theorem を題材にした実験数学探究教材の開発 

松本昌也、若尾波月、清水克彦 

京都大学数理解析研究所研究集会 数学ソフトウエアとその効果的教育利用  
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2022 年 8 月 29 日 

5．PC 環境での探究活動とその実践 

安部瞭冴、清水克彦 

京都大学数理解析研究所研究集会 数学ソフトウエアとその効果的教育利用 

2022 年 8 月 29 日 

6．アジアとの比較による日本の数学教育への示唆－日本の教科書比較を通して・韓国・

シンガポール－ 

岩谷彩香、松本昌也、清水克彦 

日本数学教育学会第 104 回大会発表要旨集（島根大会） 

2022 年 8 月 5 日 

 

 

横田 智巳【理学部第一部数学科 教授】 

 

① 学術論文 

1．Boundedness and finite-time blow-up in a quasilinear parabolic-elliptic-elliptic 

attraction-repulsion chemotaxis system, Yutaro Chiyo, Tomomi Yokota, Zeitschrift 

fur Angewandte Mathematik und Physik, 73, Paper No.61, 27 pages., 2022（査読

有） 

2．Weak stabilization in degenerate parabolic equations in divergence form: application 

to degenerate Keller-Segel systems, Sachiko Ishida, Tomomi Yokota, Calculus of 

Variations and Partial Differential Equations, 61, Paper No.105, 21 pages, 2022（査

読有） 

3．Stabilization for small mass in a quasilinear parabolic-elliptic-elliptic attraction-

repulsion chemotaxis system with density-dependent sensitivity: balanced case, 

Yutaro Chiyo, Tomomi Yokota, Le Matematiche, 77, 203-223, 2022（査読有） 

4．Global existence and boundedness in a supercritical quasilinear degenerate Keller-

Segel system under relaxed smallness conditions for initial data, Tsukasa Ogawa, 

Tomomi Yokota, Acta Applicandae Mathematicae, 180, 1-22, 2022（査読有） 

5．Boundedness in a fully parabolic attraction–repulsion chemotaxis system with 

nonlinear diffusion and signal-dependent sensitivity, Yutaro Chiyo, Tomomi Yokota, 

Nonlinear Analysis Real World Applications, 66, Paper No.103533, 23 pages, 2022

（査読有） 

6．Blow-up phenomena for a chemotaxis system with flux limitation, Monica Marras, 

Stella Vernier-Piro, Tomomi Yokota, Journal of Mathematical Analysis and 

Applications, 515, Paper No.126376, 13 pages, 2022（査読有） 

 

② 招待講演 

1．ロジスティック項をもつ退化型走化性方程式系の弱解の有限時刻爆発, 横田智巳, 第

29 回非線形発展方程式セミナー＠KUE, 京都教育大学, 2022 年 6 月 21 日 

2．Analysis of degenerate chemotaxis systems with/without logistic source, 横田智巳, 
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第 61 回実函数論・函数解析学合同シンポジウム, 日本大学理工学部, 2022 年 8 月 29

日 

 

 

川村 康文【理学部第一部物理学科 教授】 

 

① 学術論文 

1．タイヤサイズの異なる自転車にも取り付け可能で自走可能な自転車発電機の開発と実

践，李子翯・川村康文・小林尚美，エネルギー環境教育研究，第 16 巻 2 号 pp 13-

20,2022（査読有） 

 

② 著書 

1．世界はこうしてできている美しい物理のしくみ，監修 川村康文 2022.4.7 

2．本の雑誌 5 月号，本の雑誌社 2022.5.1 

3．スカイブック：空にひろがるいろいろなふしぎ体験えほん，アンナ・クレイボーン著 

川村康文監訳，誠文堂新光社，64,2022.6.10  

4．親子で楽しむ！おもしろ科学実験 12 か月 小学校に上がる前に理系アタマを伸ばそ

う，川村康文・小林尚美，メイツ出版，128，2022.6.30 

5．ワクワク！かんたん！おうち STEAM，STEAM 編集部・編 川村康文, 46－63，68

－69,2022.6.30 

6．今と未来がわかる電気，監修 川村康文，ナツメ社 256 2022.9.15 

 

③ 招待講演（学会発表） 

1．公益社団法人 京都府私立幼稚園連盟にて講演、「幼児期に科学的思考を育む」 

2022.6.15 

2．日本物理学会 2022 年秋季大会にて発表，「物理チャレンジ 2022 報告Ⅲ：第 2 チャレ

ンジ（実験問題部会）」 2022.9.13 

3．公益財団法人 福岡経済同友会にて講演、「思わず話したくなる大人の科学・物理講

座」講演 2022.10.21 

4．消費者庁・学研「放射線ってなぁに？」講演 2022.10.23 

5．（株）世界文化社ホールディングス 「幼児期の科学的思考を育む」 2022.11.8 

 

④ 広報 

1．NHK 総合「チコちゃんに叱られる」 2022.4.1 

2．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「音の速さ」 2022.4.7 

3．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「モーターの仕組み」 2022.4.21 

4．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「あの鐘を鳴らすのはパラボラ～反射～」 

2022.5.5 

5．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「空気は力持ち～大気圧～」 2022.5.12 

6．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「熱気球を飛ばそう～空気と温度」 2022.5.19 

7．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「壁を倒せ！～重心～」 2022.5.26 
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8．NHK テレビ E テレ 「すいエンサー」 2022.5.29 

9．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「ジャンプで列車を動かせ！作用反作用」 

2022.6.2 

10．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「コップのタワーの大回転～遠心力～」 

2022.6.9 

11．TBS「四季折々の贈り物」 2022.6.12 

12．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「滑車でかるがる！～仕事とエネルギー～」

2022.6.16 

13．日本テレビ「あなたは小学５年生より賢いの？」 2022.6.17 

14．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「温かいお弁当が食べたい！～化学変化～」

2022.6.23 

15．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「振り子で時速 100Km！力学的エネルギー」

2022.6.30 

16．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「どうしてボールの空中浮遊力つり合い」 

2022.7.7 

17．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「てこ怪力の正体～仕事とエネルギー～」

2022.7.14 

18．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「サイエンスヒストリーガリレオの物語」

2022.7.21 

19．日本テレビ「あなたは小学５年生より賢いの？」 2022.7.22 

20．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「雷の科学 ～静電気～」 2022.7.28 

21．NHK「すいエンサー」 2022.7.31 

22．日本テレビ サンバリュ「できる？できない？」 2022.７.31 

23．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「雷の科学 ～静電気～」 2022.9.1 

24．NHK 総合「チコちゃんに叱られる」 2022.9.7 

25．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「不思議な水の大冒険！ 水圧と大気圧」

2022.9.8 

26．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「近づく音は高い音？音の性質」 2022.9.15 

27．NHK 総合「チコちゃんに叱られる」 2022.9.16 

28．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「高速ボールの正体？～合成速度～」 2022．

9.29 

29．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「着地するのはどこ？～慣性の法則（1）～」

2022.10.6 

30．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「モノは動きたくない！？慣性の法則（2）」

2022.10.13 

31．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「重さって何？重さと質量の関係」 2022.10.20 

32．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「必ず当たる射的？～運動の規則性～」

2022.10.27 

33．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「パンのようなものを作ろう！」 2022.11.3 

34．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「果物で電気を起こせ！化学変化と電池」

2022.11.10 



 

 

 

 68 

35．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「音色ってなに？～振動する弦～」 2022.11.17 

36．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「浮いた？沈んだ？量った！～浮力～」

2022.11.24 

37．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「鉄をつぶす怪力 ～水圧～」 2022.12.1 

38．NHK 高校講座 ベーシックサイエンス「地球は回ってるの？！フーコーの振り子」

2022.12.8 

39．TBS ラジオ「金曜ボイスログ」科学実験のテーマ生出演 2022.12.9 

40．NHK 高校講座ベーシックサイエンス「サイエンスヒストリーニュートンの物語」

2022．12.15 

 

⑤ その他（出前授業・実験教室） 

1．京都府私立幼稚園連盟にて、「幼児期に科学的思考を育む」講演 2022.6.15 

2．世田谷学園中学校理科授業「分光つつで省エネハウス」 2022.6.18 

3．昭和学院中学校高等学校「分光つつで省エネハウスを考える」 2022.6.20 

4．立教新座高等学校にて、理科実験授業「サボニウス風車で風力発電 2022.6.20 

5．愛知淑徳大学にて、「分光つつで省エネハウスを考える」 2022.7.14 

6．弘前大学にて、「分光つつで省エネハウスを考える」 2022.10.5 

7．福岡経済同友会にて、「思わず話したくなる大人の科学・物理講座 2022.10.21 

8．富山大学にて、「分光つつで省エネハウスを考える」 2022.10.25 

9．京都府立桃山高校 SSH にて，色素増感太陽電池の実験 2022.10.31～11.1 

 

 

井上 正之【理学部第一部化学科 教授】 

 

① 学術論文 

1．脂肪族アルデヒドによるフェーリング液の還元 ―分子構造と反応性との関係―，歌

川晶子，後飯塚由香里，桂田和子，井上正之，化学と教育，70 巻 pp 210-213，2022

（査読有） 

2．近紫外光による植物油の酸化と保存法を考察する実験，小林純也，井上正之，化学と

教育，70 巻 pp 608-611，2022（査読有） 

3．糖類の還元性の原因となる構造の究明（2），化学と教育，71 巻 pp 64-68，2023（査

読有） 

 

② 著書 

1．初歩から学ぶ有機化学，井上正之（単著），東京化学同人 

2．高等学校 化学，山内馨，生田茂，井上正之，古賀信吉，田中晃二，辻康之，中島覚，

菱川明栄，深瀬浩一，長谷川宗良，松岡雅忠，天野崇，小林寛和，小守直也，坂本隼

也，東海林篤士，柞磨昭孝，冨永克典，内藤勝也，松浦紀之，宮本憲武，第一学習社 

 

③ 学会活動 

1．日本化学会関東支部 化学教育研究協議会副議長 
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2．日本化学会関東支部，幹事 

3．日本理科学協会 学術名誉理事 

 

④ 広報 

1．陽イオン界面活性剤を触媒とするエステルのけん化，理大科学フォーラム，429 巻 

pp60-61，2022 

2．東京理科大学オープンキャンパス模擬授業（8 月） 

 

⑤ その他 

1．日本化学会第 102 春季年会，口頭発表 7 件 

2．高等学校 出張授業 2 件 

3．高等学校 大学訪問模擬授業 3 件 

 

 

瀬尾 隆【理学部第一部応用数学科 教授】 

 

① 学術論文 

1．Test for equality of standardized generalized variance with different dimensions 

under high-dimensional settings, Hiroki Watanabe, Masashi Hyodo, Takatoshi 

Sugiyama and Takashi Seo, Hiroshima Mathematical Journal, 52(2022), 217-233.

（査読有） 

2．AIC for growth curve model with monotone missing data, Ayaka Yagi, Takashi Seo, 

Yasunori Fujikoshi, American Journal of Mathematical and Management Sciences, 

41(2022), 185-199.（査読有） 

 

② 学会発表 

1．On the test for Adequacy in growth curve model with two-step monotone missing 

data, 八木 文香，尾﨑 冬弥，瀬尾 隆，日本数学会，中央大学，2023 年 3 月 18 日 

2．多変量歪度を用いた多変量正規性検定統計量の帰無分布について，栗田 絵梨，瀬尾 

隆，日本数学会，中央大学，2023 年 3 月 17 日 

3．A Test for Adequacy in Growth Curve Model with Two-step Monotone Missing Data，

尾﨑 冬弥，八木 文香，瀬尾 隆，日本計算機統計学会第 36 回シンポジウム，富山国

際会議場（富山），2022 年 11 月 26 日 

4．Approximate Null Distribution of the Test Statistic for Multivariate Skewness，栗

田 絵梨，瀬尾 隆，日本計算機統計学会第 36 回シンポジウム, 富山国際会議場（富

山），2022 年 11 月 26 日 

5．2-step 単調型欠測をもつ部分平均ベクトルの検定に対する検定統計量について，細沼 

璃玖，川崎 玉恵，瀬尾 隆，日本計算機統計学会第 36 回シンポジウム, 富山国際会議

場（富山），2022 年 11 月 26 日 

6．2-step 単調欠測データの下での平均ベクトルと分散共分散行列の同時検定に対する尤

度比検定統計量のバートレット補正，橋田 航平，八木 文香，瀬尾 隆，日本計算機統
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計学会第 36 回シンポジウム, 富山国際会議場（富山），2022 年 11 月 26 日 

7．Multivariate pairwise comparisons among mean vectors with monotone missing 

data，八木 文香，瀬尾 隆，日本数学会，北海道大学，2022 年 9 月 16 日 

8．3-step 単調欠測データの下での多変量尖度の検定，栗田 絵梨，瀬尾 隆，統計関連学

会連合大会，成蹊大学，2022 年 9 月 5 日 

9．A test for multivariate normality based on kurtosis with three-step monotone 

missing data，栗田 絵梨，瀬尾 隆，日本計算機統計学会 第 36 回大会，愛媛県県民

文化会館，2022 年 5 月 21 日 

10．A modified multivariate kurtosis test statistic for multivariate normality，栗田 絵

梨，瀬尾 隆，応用統計学会，東京理科大学葛飾キャンパス，2022 年 5 月 12 日 

 

 

伊藤 弘道【理学部第二部数学科 教授】 

 

① 学術論文 

1．Unique solvability of a crack problem with Signorini-type and Tresca friction 

conditions in a linearized elastodynamic body, Takahito Kashiwabara, Hiromichi 

Itou, , Philosophical Transactions of the Royal Society A, Volume 380 (2022), 

20220225（査読有） 

2．Investigation of implicit constitutive relations in which both the stress and strain 

appear linearly, adjacent to non-penetrating cracks, Hiromichi Itou, Victor A. 

Kovtunenko, Kumbakonam R. Rajagopal, Mathematical Models and Methods in 

Applied Sciences, Volume 32 (2022), pp. 1475-1492（査読有） 

3．Asymptotic series solution for plane poroelastic model with non-penetrating crack 

driven by hydraulic fracture, , Hiromichi Itou, Victor A. Kovtunenko, Nyurgun P. 

Lazarev, Applications in Engineering Science, Volume 10 (2022), 100089（査読有） 

 

② 著書 

1．Non-smooth variational problems and applications (Philosophical Transactions of 

the Royal Society A, Volume 380, Issue 2236), Victor A. Kovtunenko, Hiromichi Itou, 

Alexander M. Khludnev, Evgeny M. Rudoy (Eds.), The Royal Society Publishing, 

2022. 

 

③ 招待講演 

1．On inverse crack problems in linearized elastic bodies by the Enclosure method, 

Hiromichi Itou, Theoretical and numerical trends in inverse problems and control 

for PDE's, and Hamilton-Jacobi equation: French-Italian-Japanese conference,フラ

ンス，2022 年 6 月 13 日 

2．囲い込み法を用いた線形弾性体におけるき裂の再構成について，池畠優，伊藤弘道，

日本応用数理学会，北海道大学（ハイブリッド開催），2022 年 9 月 10 日 
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④ その他 

1．国際研究集会 10th International Conference "Inverse Problems: Modeling and 

Simulation" 国際プログラム委員 

2．日本応用数理学会 JSIAM Letters の編集委員（論文担当）（英文担当） 

3．国際雑誌 Mathematical notes of NEFU の編集委員  

4．国際雑誌 Mathematical Inverse Problems の編集委員 

5．国際雑誌 Inverse Problems in Science and Engineering (IPSE)の編集委員 

6．国際雑誌 Applications in Engineering Science の編集委員 

7．国際雑誌 SUT Journal of Mathematics の編集委員 

 

 

佐古 彰史【理学部第二部数学科 教授】 

 

① 論文 

1．“Exact Solution of the Phi23 finite matrix model” Naoyuki Kanomata, Akifumi Sako, 

NUCLEAR PHYSICS B, 982-115892, pp1-25 

2．“相対性理論における作用素，演算子 相対性理論の始まりから曲がった時空の場の量

子論のフォン・ノイマン代数まで”佐古彰史，数理科学 11 月号 サイエンス社，60-

11, pp59-65 

3．“高等数学教育における板書の効果 ～板書による能動的な数学の講義～”町田 まゆら，

佐古 彰史，日本科学教育学会研究会研究報告，36 巻 7 号（2022）pp17-20 

4．“Deformaion Quantization with Separation of Variables for Complex Two-Dimensional 

Locally Symmetric Kähler Manifold”Taika Okuda, Akifumi Sako, Journal of 

Geometry and Symmetry in Physics, 64 (2022)pp39-49 

5．“生徒の深い学びを目指した現物実験を行う定積分の教材の開発と実践による評価”佐

古 彰史，小此木 千鶴，郷原 惇平，東京理科大学教職教育研究，8 号（2023）pp23-

32 

6．“Category of quantizations and inverse problem” Akifumi Sako, NUCLEAR PHYSICS 

B, 989-116146, pp1-38 

 

 

② 広報 

1．佐古彰史，東京出版・大学への数学 4 月号 26-29「インタビュー・私の軌跡 佐古彰

史 究極を求め，物理と数学を旅する（前編）」 

2．佐古彰史，東京出版・大学への数学 5 月号 36-39「インタビュー・私の軌跡 佐古彰

史 究極を求め，物理と数学を旅する（後編）」 
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佐藤 隆夫【理学部第二部数学科 教授】 

 

① 著書 

1．群のコホモロジー，佐藤隆夫，大学数学スポットライト・シリーズ第 10 巻，近代科学

社，総 181 ページ，2022 

 

 

下川 朝有【理学部第二部数学科 講師】 

 

① 学術論文 

1．Real-world data analysis of pembrolizumab monotherapy for non-small cell lung 

cancer utilizing Japanese post-marketing all-case surveillance data, Hideki Terai, 

Kenzo Soejima, Asanao Shimokawa, 他 47 名, JTO Clinical and Research Reports, 

3 巻(11), 2022（査読有） 

 

② 著書 

1．世界標準 MIT 教科書 データアナリティクスのための機械学習入門，John D. Kelleher

（著），Brian Mac Namee（著），Aoife D'Arcy（著），宮岡 悦良（訳），下川 朝有（訳），

黒澤 匠雅（訳），近代科学社，472 ページ，2022. 

2．機械学習，周 志华（著），大和田 勇人（訳），玄 光男（訳），下川 朝有（訳），郝 新

厂（訳），張 聞強（訳），近代科学社，456 ページ，2022. 

 

 

山口 順之【工学部電気工学科 准教授】 

 

① 学術論文 

1．Fuyuki Sato, Nobuyuki Yamaguchi, “Power disaggregation in commercial buildings 

considering unmonitored facilities and multiple routines,” ENERGY AND 

BUILDINGS, Vol. 255, 111606, DOI: 10.1016/j.enbuild.2021.111606 (2022)（査読有） 

2．湯浅 一弘・木下 創太・山口 順之・佐藤 冬樹，大谷 普一郎：「人員出社必要度を考

慮したオフィスビルマネジメントの合理化」，電気学会論文誌 D，142 巻 12 号，DOI: 

10.1541/ieejias.142.879（2022）（査読有） 

3．佐藤 冬樹・山口 順之：「設備運転状態と在室人数を考慮したビルの非日常電力需要の

積み上げ推計」，電気学会論文誌 D，142巻 12号，DOI: 10.1541/ieejias.142.907（2022）

（査読有） 

4．神保 玲奈・山口 順之・真鍋 勇介：「アンモニアの国内製造割合を考慮した発電機起

動停止計画モデルの検討」，電気学会論文誌 B，143 巻 2 号，DOI: 10.1541/ieejias.143. 

205（2023）（査読有） 

5．木下 創太・山口 順之・木村 雄太・佐藤 冬樹・大谷 晋一郎：「畳み込み積分による

創畜エネルギー設備を有するビルの平常時・災害時コストの高速計算」，電気学会論文

誌 D，143 巻 3 号，DOI: 10.1541/ieejias.143.205（2022）（査読有）  



 

 

 

 73 

② 国際会議 

1．Kodai Kushino, Nobuyuki Yamaguchi, “Designing Distributed Transaction System 

of Surplus PV Output with Congestion Management using Off-chain and Penalty 

Token Standard,” CIGRE 2022 Kyoto Symposium, Kyoto, Apr., 2022.（査読有） 

2．Yudai Kawasaki, Nobuyuki Yamaguchi, “Unit Commitment with Network Topology 

Optimization Considering Flexibility,” The Proceedings of IEEE International 

Conference on Power Systems Technology 2022 (POWERCON 2022), DOI: 

10.1109/POWERCON53406.2022.9929680, Kuala Lumper, Sep., 2022.（査読有） 

3．Ryo Yamashita, Nobuyuki Yamaguchi, Taisuke Masuta, Yusuke Manabe, “Analysis 

of Fast Method of Electricity Prices in Scenarios of High Penetration of Renewable 

Energy Resources,” The Proceedings of IEEE International Conference on Power 

Systems Technology 2022 (POWERCON 2022), DOI: 10.1109/POWERCON53406. 

2022.9929685, Kuala Lumper, Sep., 2022.（査読有） 

4．Fuyuki Sato, Nobuyuki Yamaguchi, “Power Disaggregation Considering Seasonality 

of Unmonitored Building Facilities,” IEEE International Conference on Green 

Energy, Computing and Sustainable Technology (GECOST 2022), Miri (Online), 

Oct., 2022.（査読有） 

5．Tsubasa Nagae, Taisuke Masuta, Yusuke Manabe, Nobuyuki Yamaguchi, “Daily 

Generation Schedule Estimation for the Entire Power System Considering 

Japanese Electricity Markets,” The Proceedings of 11th International Conference 

on Innovative Smart Grid Technologies (ISGT-Asia 2022), Singapore, Nov., 2022. 

（査読有） 

6．Rena Jimbo, Nobuyuki Yamaguchi, Yusuke Manabe, “Expanded Hydrogen and 

Ammonia Power Generation for Hydrogen Storage with Unit Commitment,” The 

4th IEEE Sustainable Power and Energy Conference (iSPEC 2022), Perth, Dec., 

2022.（査読有） 

 

③ 受賞 

1．電気学会 2022（令和 4）年 電力・エネルギー部門大会 YOC 奨励賞，受賞者 神保 玲

奈，「アンモニアの国内製造割合を考慮した発電機起動停止計画モデルの検討」（著者：

神保 玲奈，山口 順之，真鍋 勇介） 

2．電気学会 2022（令和 4）年 電力・エネルギー部門大会 YOC 奨励賞，受賞者 茶木原 

滉平，「スポット市場におけるブロック入札を考慮したマルチエージェントシミュレー

ションモデルの基礎検討」（著者：茶木原 滉平，山口 順之） 

3．IEEE iSPEC best student paper award, Presented by Rena Jimbo, “Expanded 

Hydrogen and Ammonia Power Generation for Hydrogen Storage with Unit 

Commitment,” Authored by Rena Jimbo, Nobuyuki Yamaguchi and Yusuke 

Manabe. 

4．電気学会 電力系統技術委員会 奨励賞，受賞者 山下 諒，「発電機起動停止計画問題に

おける LP 緩和を用いたスポット電力価格の精度評価」（著者：山下 諒，山口 順之，

益田 泰輔，真鍋 勇介）  
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赤倉 貴子【工学部情報工学科 教授】 

 

① 学術論文 

1．DEVELOPMENT OF A SYSTEM FOR LEARNING PATENT ACT TEXTS WHILE 

DRAWING THE MODIFICATION STRUCTURE BETWEEN CLAUSES OF THE 

TEXTS, T.Akakura, T.Kano, Proceedings of 17th International Technology, 

Education and Development Conference, pp.7777-7786, 2023（査読有） 

2．プログラムトレース課題の新規導入容易な学習支援システムの開発，立岩佑一郎，茂

木誠拓，東本崇仁，赤倉貴子，情報処理学会研究報告, 2023-CLE-39, No.7, pp.1-7, 2023

（査読無） 

3．学習スタイルが「言語的」である学生の日本語読み特性に適応した特許法条文学習シ

ステムの試作，赤倉貴子，加納徹，子情報通信学会技術研究報告，Vol.122, No.348, 

pp.29-34, 2023（査読無） 

4．オンライン教育環境における顔画像と筆記情報を用いたマルチモーダル疲労測定手法

の提案，川又泰介，赤倉貴子，電子情報通信学会論文誌 D, Vol.J106-D, No.2, pp.156-

160, 2023（査読有） 

5．知財ハイフレックス講義における学生の学習スタイルと学習支援システム利用の関係，

赤倉貴子，加納徹，工学教育，Vol.70, No.4, pp.142-148, 2022（査読有） 

6．Writer Alternation Detection for Online Exam by Exponential Moving PCA, Taisuke 

Kawamata, Takako Akakura, Proceedings of 2022 IEEE 11th Global Conference on 

Consumer Electronics, pp.156-157, 2022（査読有） 

7．Application and Improvement of VR Content Creation Support System in Classes，

Riku Koyama, Terihiko Unoki, Toru Kano, Takako Akakura, Lecture Notes in 

Computer Science (Springer), 13306, pp.267-279, 2022（査読有） 

8．Visualization of Judicial Precedents on Power Harassment Issues Using Relationship 

Chart, Soichiro Tanaka, Toru Kano, Takako Akakura，Lecture Notes in Computer 

Science (Springer), 13305, pp.421-434, 2022（査読有） 

9．Gaze Analysis and Modeling of Cognitive Process During Debugging for Novice 

Programmers’ Learning, Kohei Yoshimori, Toru Kano, Takako Akakura, Lecture 

Notes in Computer Science (Springer), 13305, pp.528-537, 2022（査読有） 

10．ハンドサインによる 3D オブジェクトの操作が可能な VR 授業コンテンツ作成支援シス

テムの開発，小山陸，加納徹，赤倉貴子，電子情報通信学会技術研究報告，Vol.122, 

No.241,pp.1-4，2022（査読無） 

11．VR 化学実験環境での GUI による危険の学習及び協働学習を促進するシステムの評

価，藤原尚志，加納徹，赤倉貴子，電子情報通信学会技術研究報告，Vol.122, 

No.241,pp.5-10, 2022（査読無） 

12．プログラミングデバッグ学習支援を目的とした動的視線フィードバックの提案，吉森

航平，加納徹，赤倉貴子，電子情報通信学会技術研究報告，Vol.122, No.241,pp.19-24，

2022（査読無） 

13．特許侵害訴訟判例文の読解支援のための時系列情報の自動抽出，田中奏一郎，加納徹，

赤倉貴子，電子情報通信学会技術研究報告，Vol.122, No.241,pp.35-38, 2022（査読無） 
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14．知的財産法学習支援システムのための命題論理式生成手法の提案，富田晟央，加納徹，

赤倉貴子，電子情報通信学会技術研究報告，Vol.122, No.191,pp.48-51, 2022（査読無） 

 

② 学会発表 

1．歯列と治療器具の同時トラッキングを用いた拡張現実型歯科インプラント治療支援シ

ステムの提案，小林拓磨，加納徹，竹林晃，山本裕明，赤倉貴子，令和 5 年電気学会

全国大会講演論文集，No.3，p.107，2023 

2．特許侵害訴訟判例文の連体詞を考慮した時系列情報の抽出，田中奏一郎，加納徹，赤

倉貴子，日本教育工学会 2023 年春季全国大会（第 42 回大会）講演論文集，pp.351-

352，2023 

3．音声回答による話者照合を用いたオンライン試験における受験者認証，服部翼，加納

徹，川又泰介，赤倉貴子，電子情報通信学会 2023 年総合大会講演論文集情報システ

ム 1，p.121，2023 

4．筆記解答式 Web テストにおける T2 を用いた筆者交代の逐次検出，川又泰介，赤倉貴

子，電子情報通信学会 2023 年総合大会講演論文集情報システム 1，p.120，2023 

5．e-Testing における連続した文字による筆記認証法の提案，辰川力駆、加納徹、川又泰

介、赤倉貴子，電子情報通信学会 2023 年総合大会ジュニア＆学生ポスターセッショ

ン予稿集，p.34，2023 

6．細胞培養操作における培地交換の VR システム化，中島彰彦，加納徹，赤倉貴子，電

子情報通信学会 2023 年総合大会ジュニア＆学生ポスターセッション予稿集，p.94，

2023 

7．VR グローブを用いた細胞培養における熟達者と非熟達者の手指動作の比較分析，長

田慧，加納徹，赤倉貴子，電子情報通信学会 2023 年総合大会ジュニア＆学生ポスター

セッション予稿集，p.137，2023 

8．熟達者の視線パターンを動的フィードバックするデバッグ学習支援システムの提案，

吉森航平，加納徹，赤倉貴子，電子情報通信学会 2023 年総合大会ジュニア＆学生ポ

スターセッション予稿集，p.138，2023 

9．VR 機器を用いた協働型化学実験環境に存在する課題を解決するための GUI に着目し

た手法の評価，藤原尚志，加納徹，赤倉貴子，電子情報通信学会 2023 年総合大会ジ

ュニア＆学生ポスターセッション予稿集，p.139，2023 

10．教師が容易に VR 授業コンテンツを作成できる支援システムの開発，小山陸，加納徹，

赤倉貴子，電子情報通信学会 2023 年総合大会ジュニア＆学生ポスターセッション予

稿集，p.140，2023 

11．e テスティングにおける学習者の視線移動特徴を用いた本人認証手法の開発と評価，

徳永達，加納徹，赤倉貴子，電子情報通信学会 2023 年総合大会ジュニア＆学生ポス

ターセッション予稿集，p.141，2023（優秀ポスター賞受賞） 

12．特許権侵害訴訟の判例を対象とした読解支援手法の提案，田中奏一郎，加納徹，赤倉

貴子，日本教育工学会 2022 年秋季全国大会（第 41 回大会）講演論文集，pp.53-54，

2022 
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③ 著書 

1．『教育実践ライブラリ』購読者配信コンテンツ「管理職試験（論文）直前対策講座」，

赤倉貴子，ぎょうせい，2022 

 

④ 広報 

1．赤倉貴子,ウェブ適性検査での不正監視技術について,日本経済新聞（2022 年 11 月 23

日）、読売新聞（2022 年 12 月 6 日朝刊） 

 

⑤ 受賞 

1．徳永達，（加納徹，赤倉貴子），優秀ポスター賞，電子情報通信学会 2023 年総合大会

ジュニア＆学生ポスターセッション，2023 年 

 

 

馬場 蔵人【理工学部数学科 准教授】 

 

① 学術論文 

1．Calabi-Yau structure and Bargmann type transformation on the Cayley projective 

plane, Kurando BABA, Kenro FURUTAN, J. Math. Soc. Japan 74 (4): 1107-1168 

(October, 2022) 

 

② 学会発表 

1．コンパクト対称対の標準形と二重佐武図形，馬場蔵人，井川治，日本数学科 2022 年

度幾何学分科会，北海道大学，2022 年 9 月 13 日 

 

③ その他 

1．Revisiting Atiyah-Hitchin manifold in the generalized Legendre transform, Masato 

Arai, Kurando Baba, Radu A. Ionas, arXiv:2206.02420 

2．Double Satake diagmras and canonical forms in compact symmetric triads, Kurando 

Baba, Osamu Ikawa, arXiv:2205.08410 

 

 

太田 尚孝【教養教育研究院神楽坂キャンパス教養部 教授】 

 

① 学会発表 

1．日本理科教育学会 

佐藤陽子・太田尚孝 

マイクロスケール法による小麦グルテンの抽出と調理 -強力粉の廃棄率がゼロの生麩

団子・浮き粉団子・ とろみあん作り-  

日本理科教育学会第 72 回全国大会 

2022 年 
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2．日本ベジタリアン学会 

佐藤陽子・太田尚孝 

遠隔指導が可能なマイクロスケール実験 ‐色の異なる野菜の廃棄部位からのデンプ

ンの抽出‐  

日本ベジタリアン学会第 22 回大会 

2022 年 

3．日本化学会 

佐藤陽子・太田尚孝  

キッチンサイエンスによる溶けないミニアイスキャンデー作り -サイリウムを用いた

熱源不要型実験の提案-  

日本化学会第 103 春季年会 

2023 年 

 

 

武村 政春【教養教育研究院神楽坂キャンパス教養部 教授】 

 

① 学術論文 

1 ． "Mamonoviridae", a proposed new family of the phylum Nucleocytoviricota. 

Ruixuian Zhang, Masaharu Takemura, Kazuyoshi Murata, Hiroyuki Ogata. Arch. 

Virol. in press. 

2．Particle morphology of medusavirus inside and outside the cells reveals a new 

maturation process of giant viruses. Ryoto Watanabe, Chihong Song, Yoko Kayama, 

Masaharu Takemura, Kazuyoshi Murata. J. Virol. 96, e01853-21, 2022. 

3．2-Dimensional Genetic Algorithm Exhibited an Essentiality of Gene Interaction for 

Evolution. Motohiro Akashi, Ichiro Fujihara, Masaharu Takemura, Mitsuru 

Furusawa. J. Theor. Biol. 538, 111044, 2022. 

4．Genome sequence of new Candidatus Phylum Dependentiae isolate from Chiba, 

Japan. Masaharu Takemura. Microbiol. Resources Announc. 11, e01123-21, 2022. 

5．巨大ウイルスの一種メドゥーサウイルス～そのゲノムならびに粒子構造に関する特殊

性～．武村政春，深谷将，緒方博之，村田和義．化学と生物 60(6), 290-294, 2022. 

 

② 著書 

1．ニュートン式超図解・最強に面白い!!理科．武村政春，今井泉，和田純夫，縣秀彦（監）．

ニュートンプレス，2022. 

2．ウイルスの進化史を考える～「巨大ウイルス」研究者がエヴィデンスを基に妄想ばな

しを語ってみた～．武村政春．技術評論社，2022. 

 

③ 招待講演 

1．武村政春．ムームーウイルスと宿主アメーバの不思議な関係．第 5 回 ExCELLS（自

然科学研究機構生命創成探究センター）シンポジウム，オンライン，2022.12.12. 
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④ その他 

1．（雑誌取材）市民訪問・野田で新種のバクテリアを発見 世界で 4 例目（日本初）の分

離に成功．のだ市報 22 年 10 月 1 日号. 

2．（TV 出演）NHK BS プレミアム「コズミックフロント」（ウイルスプラネット）．

2022.7.21. 

3．（TV 番組監修）地球ドラマチック「生き物の進化を活用せよ～夢の医療への最前線」

2022.6.25. 

 

 

関 陽児【教養教育研究院野田キャンパス教養部 教授】 

 

① 学術論文 

1．利根運河主要地点における水質の分布－異なる水文条件下での比較－，関陽児，東京

理科大学教養教育研究院紀要，1,35-51,2023（査読有） 

2．卓上型流動床発生装置の製作と地学教育への展開可能性，関陽児，東京理科大学教職

教育研究，8, 47－54 

 

② 招待講演 

1．「リバースサイエンス」遊び，関陽児，つくばサイエンスエッジ・サイエンスワーク

ショップ，つくば，2022 年 3 月 27 日 

 

③ 広報 

1．関陽児，東京理科大学オープンカレッジ「鉱物標本セットをつくろう」，2022 

2．関陽児，東京理科大学オープンカレッジ「岩石標本セットをつくろう」，2022 

3．関陽児，東京理科大学オープンカレッジ「地層のカプセル標本をつくろう」，2022 

4．関陽児，東京理科大学オープンカレッジ「鉱物標本セットをつくろう」，2022 

5．関陽児，東京理科大学オープンカレッジ「偏光観察鏡をつくろう」，2022 

6．関陽児，奇石博物館ミュージアムサイエンスカフェ「おとなの地学講座」，2022 

7．野田市立小中学校での出前授業開催（合計 6 回） 

 

 

興治 文子【教育支援機構教職教育センター 教授】 

 

① 論文 

1．流体応力・波動・熱概念の能動的深い探究 －学制 150 年の実相・教訓・再創成によ

る－，小林昭三，興治文子，2022PC カンファレンス論文集，103-106, (2022)（査読

無）． 

2．小学校でのピア・インストラクション型授業における概念変容を引き起こす子どもの

発話についての研究，林康成，興治文子，臨床教科教育学研究，掲載予定，（2023）（査

読有）． 
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② その他 

1．新潟県立新発田高等学校 SSH 運営指導員 

2．公益社団活動法人 物理オリンピック日本委員会 副理事長／常務理事 

3．コンピュータ利用教育学会 副会長理事 

4．日本物理教育学会 理事 

5．日本物理学会「大学の物理教育」編集委員 

6．日本物理学会 代議員 

7．千葉県児童生徒・教職員科学作品展 審査委員 

8．東京理科大学生協 理事長 

9．新潟県の高校教員研修，2022 年 9 月 1 日 

10．出張授業 

吉見町立西小学校 2022 年 9 月 7 日，9 月 9 日，5～6 年生対象，50 名 

筑波大学附属聴覚特別支援学校高等部 2022 年 11 月 30 日，1～3 年生対象，22 名 

 

 

渡辺 雄貴【教育支援機構教職教育センター 教授】 

 

① 学術論文 

1．他者のノートテイキング状況の可視化が授業中の相互作用に与える影響，近藤孝樹，

横山喬一，御園真史，稲葉利江子，渡辺雄貴，日本教育工学会論文誌，47 巻 1 号，

pp13-25，2022（査読有） 

2．An Analysis About Factors for Enhancing, Decreasing, and Retarding Learning 

Experience Level in Higher Education, Hisaki Kawamoto, Yoshikazu Ishibashi, 

Yuki Watanabe，Information and Technology in Education and Learning, 2：1, pp1-

14（査読有） 

 

② 国際会議 

1．Necessary Requirements of UDL Support Functions for a Lesson Designing Map 

Drawing Support System，Proceedings of Society for Information Technology & 

Teacher Education International Conference 2023，pp728-731（査読有） 

2．The Impact of Visualizing Learning Behavior on Learning Strategy Use in Class, 

Takaki Kondo, Kyoichi Yokoyama, Tadashi Misono, Rieko Inaba, Yuki Watanabe, 

45th Annual AECT Proceedings, pp190-199, 2022（査読有） 

3．The Effectiveness of Engineering Design Based Instruction on ProblemSolving 

Actions in High School Information Class, Koki Tamaki, Yuki Watanabe, 45th 

Annual AECT Proceedings, pp307-3014, 2022 

4．Impacts of Learning Instructional Design for Pre-service Teacher Education, Kento 

Nakamura, Tadashi Misono, Yuki Watanabe, 45th Annual AECT Proceedings, 

pp242-249. 2022 
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大浦 弘樹【教育支援機構教職教育センター 准教授】 

 

① 学会発表 

1．大浦 弘樹，吉川 遼，光永 文彦，伏木田 稚子，加藤 浩（2023）HyFlex オーケスト

レーションを支援する学習環境の構築．日本教育工学会 2023 年春季全国大会講演論

文集，255-256：東京学芸大学． 

2．吉川 遼，大浦 弘樹，光永 文彦，伏木田 稚子，加藤 浩（2023）HyFlex 型授業にお

けるグループワークの状況把握を目的としたダッシュボードの開発．日本教育工学会

2023 年春季全国大会講演論文集，555-556：東京学芸大学． 

3．光永 文彦，大浦 弘樹，吉川 遼，伏木田 稚子（2023）「仮説検定」への接続を目指し

た「仮説検定の考え方」の教材開発とその実践．第 20 回統計・データサイエンス教育

の方法論ワークショップ：統計数理研究所． 

4．光永 文彦，大浦 弘樹，吉川 遼，伏木田 稚子（2022）生徒がデータの分析を通して

感得する統計学習が可能なゲーム教材の開発と授業実践．2022 年度日本科学教育学会

第 4 回研究会：明治学院大学． 

5．大浦 弘樹，吉川 遼，光永 文彦，伏木田 稚子，加藤 浩（2022）ハイブリッド型授業

におけるグループワークの状況把握に資するデータの可視化要素と指標の設計．日本

教育工学会 2022 年秋季全国大会講演論文集，439-440：カルッツかわさき／オンライ

ン． 

6．光永 文彦，大浦 弘樹，吉川 遼，伏木田 稚子（2022）生徒がデータの分析を通して

感得する統計学習が可能なゲーム教材の設計と開発. 日本教育工学会 2022 年秋季全

国大会講演論文集，371-372：カルッツかわさき／オンライン． 

7．伏木田 稚子，大浦 弘樹，光永 文彦，吉川 遼，加藤 浩（2022）学部生向け同期型オ

ンライン授業の問題認識と学習活動との関係. 日本教育工学会 2022 年秋季全国大会

講演論文集，319-320：カルッツかわさき／オンライン． 

8．光永 文彦，大浦 弘樹，吉川 遼，伏木田 稚子（2022）「仮説検定の考え方」を感得す

るゲーム教材の開発と実践．日本数学教育学会 第 104 回全国算数・数学教育研究（島

根）大会：オンライン 

9．光永 文彦，大浦 弘樹，吉川 遼，伏木田 稚子（2022）カリキュラム・マネジメント

による情報Ⅰ「データの活用」の教材開発と授業実践―地域課題と連動した「データ

の分析」と選挙における「統計的な推測―. 日本情報科教育学会第 15 回全国大会：大

阪学院大学 

ほか 

 

 

矢部 博【データサイエンスセンター 教授】 

 

① 学術論文 

Yasushi Narushima, Shummin Nakayama, Masashi Takemura and Hiroshi Yabe, 

Memoryless quasi-Newton methods based on the spectral-scaling Broyden family for  
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Riemanian optimization, Journal of Optimization Theory and Applications, Published 

online: 22 March 2023. (doi: 10.1007/s10957-023-02183-7) （査読有） 

 

Hiroshi Yabe and Hiroshi Yamashita,  

Convergence to a second-order critical point by a trust-region SQP method with a 

nonsmooth merit function,  

統計数理研究所共同研究リポート 461「最適化：モデリングとアルゴリズム 34」, pp. 103-

117, 2023 年 3 月（査読無） 

 

② 著書 

1．共通テスト必出 数学公式 200（五訂版）、辻良平、矢部博、大学 JUKEN 新書、旺文

社、2023 年 2 月． 

 

③ 講演 

1．非線形最適化問題に対する 2 次の最適性を与える信頼領域逐次 2 次計画法、矢部博、

山下浩、日本応用数理学会、北海道大学、2022 年 9 月．（オンライン開催） 

2．東京理科大学のデータサイエンス教育の取り組み、矢部博、東京理科大学データサイ

エンスセンター × SAS Institute Japan 株式会社 合同シンポジウム、東京理科大

学神楽坂校舎、2022 年 12 月．（ハイブリッド） 

 

④ 広報 

1．矢部博インタビュー記事、データサイエンス学部開設相次ぐ、日本教育新聞、2022 年

8 月 1 日 

 

 

高橋 真理子【教育支援機構理数教育研究センター アドバイザー】 

 

① 講演等 

1．「日本の医学研究力のこれまでとこれから」高橋真理子 日本医学会シンポジウム「危

機にある日本の医学研究と将来展望」 日本医師会講堂で 2022 年 7 月 23 日に収録、

オンライン配信のみ 

2．日本学術会議主催学術フォーラム「国際基礎科学年～持続可能な世界のために」総合

討論Ⅱモデレーター 日本学術会議講堂 2022 年 7 月 29 日 オンライン同時配信あ

り 

3．「マスクをめぐる言説を振り返る」高橋真理子 食の信頼向上をめざす会講演会「マス

クの科学と心理学」 2022 年 8 月 22 日 オンライン配信のみ 

4．公開シンポジウム「神経科学領域の倫理的課題」総合討論パネリスト 日本学術会議

基礎医学委員会神経科学分科会・同臨床医学委員会脳とこころ分科会・同委員会再生

医療分科会主催、日本脳科学関連学会連合講演、オンライン配信のみ、2022 年 8 月 27

日 
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② 執筆記事 

1．「マネジメントスクエア」誌のコラム「科学技術の『いま』を読み解く」連載 

「東京栄養サミット 2021 で残念に思ったこと」（4 月号） 

「野生動物を『管理』する時代の自治体の役割」（5 月号） 

「アーキアが巻き起こした大どんでん返し」（6 月号） 

「走行中の EV に道路から給電する実験に山梨県が着手」（8 月号）7 月号は休載。 

「我々はいつ人類をやめるのか」（9 月号） 

「『持続可能な発展のための国際基礎科学年』で考える国際情勢」（10 月号） 

「鮮明な画像が続々、ジェームズ・ウェッブ宇宙望遠鏡のすごさ」（11 月号） 

「草の根国際協力で日本の空に復活したシジュウカラガン」（12 月号） 

「国際数学オリンピック、2023 年は千葉で開催」（1 月号） 

2．ENERGY for the FUTURE 誌で鈴木篤之・元原子力安全委員長のインタビュー連載 

「福島第一原子力発電所事故の原因とその後」（2022 no.1） 

「原子力の安全行政と日本社会」（2022 no.2） 

「ウクライナ危機と原子力」（2022 no.3） 

「高速増殖炉『もんじゅ』の廃炉…総責任者としての思い…」（2022 no.4) 

3．朝日新聞のウェブ言論サイト「論座」掲載記事 

「ウクライナ侵攻を見て日本が考えるべきこと」（2022 年 4 月 28 日） 

「科学振興のための草の根組織がついに日本でも誕生」（2022 年 6 月 28 日） 

「今年のノーベル化学賞の新たな推しは『クオラムセンシング』」（2022 年 10 月 1 日） 

4．新潮社『波』掲載 

書評 更科功『ヒトはなぜ死ぬ運命にあるのか 生物の死 4 つの仮説』 

「人はずーっと『なぜ死ぬのか』を考えてきた」高橋真理子 2022 年 4 月 

 

③ 社会活動 

1．文部科学省・脳科学作業部会委員（2021 年 12 月 10 日～） 

2．文部科学省・第 11 期ナノテクノロジー・材料科学技術委員会委員（2021 年 4 月～） 

3．令和 5 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰委員 

4．日立財団評議員（2021 年 11 月～） 

5．自然科学研究機構経営協議会委員 

6．一般社団法人大学共同利用研究教育アライアンスアドバイザリーボード委員 

7．公益財団法人仁科記念財団評議員 

8．日本科学技術ジャーナリスト会議（JASTJ）副会長 

9．JASTJ 第 20 期ジャーナリスト塾長（2022 年 9 月～2023 年 3 月） 

10．第 64 回科学技術映像祭審査委員 

11．ミレニアム・サイエンス・フォーラム運営委員 

 

④ 学内活動 

1．科学ジャーナリストによる「伝える文章の書き方」講座全 3 回 春学期 

2．科学コミュニケーションワークショップ「暮らしの中の科学：食品の無添加表示をめ

ぐって～いま起きている社会の動きを「自分ごと」として考えよう」全 3 回 秋学期 
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3．TUS フォーラム「大学がつくる未来～研究成果を社会に活かす～」の座談会ファシリ

テーター 2022 年 12 月 9 日 

4．数学体験館 HP の改修 2022 年春 

5．理数教育フォーラム第 38 号に寄稿「理数教育研究センターアドバイザーとして記者時

代の多様な経験を若者のパワーアップに活かしたい」 

6．理数教育フォーラム第 40 号に寄稿「食品の無添加表示をめぐって体験を披露し合い、

活発に議論 全 3 回の科学コミュニケーションワークショップ開催」 
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8．理数教育研究センター客員教員による研究紹介 

 

8-1．2022 年度の研究活動報告 

 

松永 清子 

 

2022 年度の主な活動は、前年度の夏から始めていた秋山仁教授との共著「Treks into 

Intuitive Geometry」（Springer NY より 2015 年末に出版）の第 2 版に向けた改訂・執筆

です。当書の第 1 版は、離散幾何学における 20 年近くに亘る秋山教授の研究結果を各章の

テーマにした全 16 章から構成されていました。各章とも、主たる定理とその証明をハイラ

イトにしつつ、そこに到るまでのアイディアや発想、探究の過程を、師弟の対話形式でつま

びらかにしていく数学書です。 

2020 年末に Springer 社より 2 版への改訂の意向伺いがあり、改訂版出版に際しても、

第 1 版の時と同様に、複数の Referee の審査が入り、それが通れば出版になるということで

した。 

改訂のため新たに加筆もしくは書き直す章は、第 1 版の旧 2 章 Tile-maker Theorem と

旧 4 章 Reversible Figures で、さらにそれらに加えて、2 章 Tile-maker の改訂で新たにメ

ビウスの帯やトーラス等を登場させることになったので、それに関連するConjoined-Möbius

や Square-frame-puzzle の発展形に関する章を新設することになりました。 

＊ 旧 2 章を改訂した新 2 章 Tile-maker Theorem では、この 5 年間の間にメイン定理の

証明を簡潔なものに refine することに成功していたので、その新たな証明に書き直す

ことにしました。また、Polyhedra 及び dihedra に関する Tile-maker Theorem の結果

を、Stefan Langerman 教授らが閉曲面に拡張することに成功していたので、それらに

ついても新たに詳しく解説を加えました。 

＊ 旧 4 章 Reversible Figures に関しては、この 5 年間で大幅な研究の進展があり、新 5

章、新 6 章と 2 つの章に分けて新たに書き下ろすことになりました。第 1 版では主に、

“封筒マジック”と“Dudeney の Haberdasher’s puzzle と同じタイプの、ヒンジを成

す 4 点がつくる平行四辺形を図形内に内包する変身図形のペアー”をとりあげ、それら

が Conway criterion をみたす図形のペアーであることを紹介し、さらに、Conway tiles

を多角形に限定したときにどのような変身が成り立つのかということあたりまでを紹介

する内容でした。それに対し、今回の第 2 版では、Dudeney の Haberdasher’s puzzle

タイプの変身（以下 Dudeney 変身とします）の関係にある図形のペアーの集合がどう

いうものであるのか、その正体（すなわち、その必要十分条件）を明らかにするところ

までを詳細し、かつ「旧 2 章の Tile-maker Theorem と旧 4 章 Reversible Figures が

地下水脈でどのようなつながりを持っているのか」、「Dudeney 変身のペアーを見つけ

るための手法として知られていた“Super imposition method”で求められる変身図形

のペアーはどのような集合なのか」、また、「Conway criterion をみたす図形の正体がど

ういう図形であるのか」、さらには、「世界各地で民間工芸伝承としても知られていた“細

長い平行四辺形状の帯を長方形二面体状に折る 2 種類の折り方”がどのような幾何学的

な性質を持つものなのか」等の内容を解説し、Tile-maker、変身図形、Folding の理論

を合体させた内容となりました。 
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＊ 新設した章（新 3 章）では、2 章の Stefan Langerman 教授らの閉曲面に関する結果の

中で、トーラスやメビウスの帯に関する内容が出てくることから、それらにつながる形

で、メビウスの帯やトーラスの話題を展開していくことにしました。そして、長年、秋

山教授が講演や啓発書等も紹介してきていた 2 つのトピック；「十文字テープの 2 方向

の帯それぞれをメビウスの帯状に接着して 2 等分したときに、絡んだ 2 つのハートが現

われるか、または、バラバラの 2 つのハートになるか、帯のひねり方によって 2 つの結

果に分かれる…という“メビウス恋占い”」と「十文字テープの 2 方向の帯それぞれを

ひねりのない輪状に接着して 2 等分すると、正方形のフレーム状の形になる…という有

名な square-frame puzzle」を出発点に、2 本のテープを貼り合わせた十文字テープで

はなく、それを 𝑛 本のテープを中心で貼り合わせたものから同様の問題を考え、その結

果までを紹介する章としました。 

テープの本数を 4 本にしたときの 4 つのメビウスの帯の 2 等分を考える際に、4 本のテ

ープをメビウスの帯にしていく順番をあれこれ変えて 2 等分してみると、前表のような

様々な結果になります。「メビウスの恋占い（すなわち、 𝑛 =2 の場合）」の自然な流れ

から、一般の 𝑛 に拡張した問題に関しての一番の関心は、“𝑛 本のテープをランダムな

順番にメビウスの帯にしていき、それを 2 等分したときに、どんな法則に従ってどの輪

とどの輪が絡んだり離れたりするのか”です。輪が絡むか否かを証明するために使える

手法として知られているのは「2 つの輪を平らにして重ねるか、あるいは、それらの射

影を考えたときの 2 つの輪の Linking number を求めること」ぐらいしかないので、力

を注ぐべき点は証明そのものというよりも、前表のような“ハートが絡んだり絡んでい

なかったりする一見ランダムな結果に、どんな法則があるのか、それを突き止めること”

にありました。他章と異なり、2 版の本の原稿を書く段階で、まだこの法則は明らかに

なっていなかったので、それを解明し証明したのが 2021 年の 12 月初頭でした。 

square-frame puzzle の拡張に関しては、どうやら「𝑛 本のテープから 𝑛 本の輪をつく

って 2 等分した結果が、1 本のテープを𝑛 －1 回ひねって 2 等分した結果に等しい」と

いう見当がついたのが、やはり 2021 年の 12 月初頭で、その証明を完成させたのが、

2022 年の 1 月末でした。2 月の初旬には原稿をすべて完成させて全内容を出版社に送

り、レフリーに審査していただく形となりました。7 月の初めにレフリーレポートが届

き、3 名のレフリーから温かく励まされるポジティブなコメントをいただき、そこから

秋まで英文の細かい所のブラッシュアップ、閉曲面からつくるタイル、非凸多面体から

つくる変身ペアー図形、“Haberdasher’s puzzle の問題を Erik Demaine et.al が求め

た求めた方法に従ってヒンジ分解させた場合”等の複雑な図の改良に取り組み、秋に最

終稿を出版社に再提出し、現段階では 2023 年春に出版される予定です。 

 最後に、メビウスの恋占い、square-frame puzzle についてですが、Ateneo de Manila 

University の Mari-Jo Ruize 先生と秋山先生の著書「A Day’s Adventure in Math 

Wonderland」でそれらが紹介された際に、後者を知っている人は結構いましたが、前

者を知っていた人は少なく、Mari-Jo 先生のところにも世界の各地から問い合わせがあ

ったという話を聞きました。「十文字のテープの 2 本の帯をひねる向きによって、2 つ

の輪が絡んだりバラバラになったりするということはザックリわかるのだけれど、講義

等で学生たちに自由につくらせ、それを 2 等分する前の Conjoined-Möbius の形状を見

ただけで、それを 2 等分した結果がどうなるのかズバリ言い当てることは中々至難の技  
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Results of experiment on bisecting 4-flowers 

Gluing 

order 

 

Labeled 

4-star 

0→1→2→3 

1→2→3→0 

2→3→0→1 

3→0→1→2 

0→1→3→2 

1→3→2→0 

3→2→0→1 

2→0→1→3 

0→2→1→3 

2→1→3→0 

1→3→0→2 

3→0→2→1 

0→2→3→1 

2→3→1→0 

3→1→0→2 

1→0→2→3 

0→3→1→2 

3→1→2→0 

1→2→0→3 

2→0→3→1 

0→3→2→1 

3→2→1→0 

2→1→0→3 

1→0→3→2 

(a)  

 

 

 

 

 

Each loop is 

interlocked with 

just two others. 

 

 

 

 

 

Every pair of  

the 3 loops is  

interlocked. 

 

 

 

 

 

Every pair of  

the 3 loops is 

interlocked. 

 

 

 

 

 

Every pair of the 

other 3 loops is  

interlocked. 

  

  

 

 

 

Every pair of the 

other 3 loops is  

interlocked. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Every pair of  

the 3 loops is  

interlocked. 

 

 

 

 

 

Every pair of  

the 3 loops is  

interlocked. 

 

 

 

 

 

Every pair of  

the 3 loops is  

interlocked. 

 

 

 

 

 

Every pair of  

the 3 loops is  

interlocked. 

 

 

 

 

 

Each loop is 

interlocked with 

just two others. 

(c)-1  

 

 

 

 

 

Pink and orange 

are interlocked.  

 

 

 

 

Every pair of all 

except pink is 

interlocked. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Orange and pink 

are interlocked.  

 

 

 

 

Every pair of all 

except orange is  

interlocked. 

 

 

 

 

 

 

 

 

(d)-1  

 

 

 

 

 

 

Orange and green 

are interlocked. 

 

Green and orange 

are interlocked.  

 

 

 

 

 

Every pair of all 

except green is 

interlocked. 

Orange and green 

are interlocked.  

 

 

 

 

 

Every pair of all 

except orange is 

interlocked. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(e)-1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

All pairs except  

a pair of  

pink & green  

are interlocked. 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Orange and purple 

are interlocked. 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(f)-1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

Purple, green and 

pink interlock 

with orange, but 

not with each other. 

 
 
 
 
 
 
 

Pink, orange and 

purple interlock 

with green, but 

not with each other. 

 
 
 
 
 
 
 

Green, orange and 

pink interlock 

with purple, but 

not with each other. 

 
 
 
 
 
 
 

Purple, orange and 

green interlock 

with pink, but 

not with each other. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表の説明）左コラムのように着色された 4 本の長方形テープ 0,1,2,3 を中央で接着した”

4-star”を、各テープのひねりの向きをα又はβ方向に指定したうえで、票の右コラムのよ

うに（例えば、0→1→2→3 なら、最初にテープ 0 をメビウスの帯にし、次にテープ 1 を、

更にテープ 2 を、最後にテープ 3 を）順番にメビウスの帯にしたうえで、各メビウスを 2 等

分したときに現れる形状を、この表は示しています。 
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で、なんとか簡単にわかる方法はないか」という話が両先生の間で持ち上がったそうで

した。それを受けて、秋山先生、数学体験館の山口康之テクニカルディレクターらと探

求し、一番手軽でわかりやすい識別法として見つけたのが、各メビウスの輪を三角形状

につぶしてみる“Δ-チェック”という方法でした。この方法を Mari-Jo 先生も大変気

に入ってくださったと聞いたのがつい昨日のことのようです。長年様々な形で御指導や

励ましをいただいた Mari-Jo 先生の突然の訃報が年末に届きました。個人的なことなが

ら、この場を借りて、感謝と哀悼の意を捧げさせていただきます。 
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8-2．経過報告–k+l-Moulton Configuration– 

 

吉見 奈緒子 
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